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誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

一

浄
土
宗
西
山
深
草
派
の
総
本
山
誓
願
寺
は
、
中
世
以
来
の
念
佛
信
仰
の
寺
院
と
し

て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
謡
曲

「誓
願
寺
」
の
舞
台
と
し
て
も
名
高
い
。
誓
願
寺
の
由

緒
や
霊
験
を
記
す
誓
願
寺
縁
起
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
既
に
吉
田
幸

一
氏
の
分
類
が

あ
り
、
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る

(注
1)O

第

一
次
本

　

尊
経
閣
文
庫
本

(十

一
巻
本
)

第
二
次
本

　

(I
)
続
群
書
類
従
本

・
神
宮
文
庫
本

・
内
閣
文
庫
本

(2
)
田
中
重
太
郎
氏
蔵
本

第
三
次
本

　

寛
政
四
年
板
本

吉
田
氏
の
分
類
で
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
尊
経
閣
本

(十

一
巻
本
)
を
も
っ
て

「本

来
の
こ
の
寺
の
縁
起
を
伝

へ
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
も
の
」
と
評
価
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
同
氏
は
尊
経
閣
本
に
和
泉
式
部
説
話
が
な
い
こ
と
、
各

話
に
つ
い
て
尊
経
閣
本
と
続
群
書
類
従
本
と
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
後
者
は
前
者
よ

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

り

「詳
細
に
敷
街
さ
れ
て
を
り
」
、
「取
意
加
筆
の
跡
が
歴
然
」
と
し
て
い
る
こ
と
を

あ
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
尊
経
閣
本
は
数
話
が

一
巻
ず

つ
分
巻
さ
れ
て
お
り
、
現

存
十

一
巻
が
完
本
で
あ
る
確
証
は
な
く
、
和
泉
式
部
と
書
写
山
の
性
空
と
の
説
話
は
、

既
に
筑
土
鈴
寛
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

(注
2で

　

金
渾
文
庫
蔵
の
桝
形
本
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
後
期
に
は
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、

一
遍
が
和
泉
式
部

の
亡
魂
を
済
度
す
る
話
も
、
寛
正
五
年

(
一
四
六
六
)
に
演
能
の
記
録

(礼
河
原
勧

進
猿
楽
記
)
が
あ
る
謡
曲

「誓
願
寺
」
に
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
誓
願
寺
に
ま
つ
わ
る

和
泉
式
部
説
話
の
淵
源
は
現
誓
願
寺
縁
起
の
成
立
以
前
に
湖
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ

の
欠
如
を
も
っ
て
尊
経
閣
本
の
古
態
性
の
保
証
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
が
、
吉

田
氏
の
御
指
摘
の
よ
う
に
、
尊
経
閣
本
と
続
群
書
類
従
本
と
の
間
で
、
叙
述
に
繁
簡

の
差
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
形
態
の
面
か
ら
も

一
話

一
巻
で
あ
れ
ば
、
説
話

の
配
列
、
取
捨
選
択
が
容
易
で
、
長
短
様
々
な
形
の
縁
起
が
作
成
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
寺
社
縁
起
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
知
る
う
え
で
も
、
尊
経
閣
本
は
興
味
深
い
伝

七
三
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こ
れ
ら
の
諸
本
の
う
ち
、
重
要
と
思
わ
れ
る
誓
願
寺
縁
起
絵
詞
三
巻
や
尊
経
閣
本

誓
願
寺
縁
起
十

一
巻
、
誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
な
ど
、
い
ず
れ
も
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、

今
後
の
誓
願
寺
縁
起
の
研
究
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
翻
刻
が
急
務
と
考
え
る
。
よ
っ

て
今
回
は
誓
願
寺
に
現
蔵
さ
れ
る
誓
願
寺
縁
起
六
巻
を
翻
刻
す
る
こ
と
と
す
る
。

本
で
あ
る
。

三

誓
願
寺
所
蔵
誓
願
寺
縁
起
六
巻

(以
下
六
巻
本
と
略
称
す
る
)
は
、
写
本
巻
子
本

六
巻
、
他
に
目
録

一
巻
が
付
属
し
て
い
る
。
縦
三
九

・
〇
セ
ン
チ
、
界
高
三

一
・
九

セ
ン
チ
、

一
行
二
十
字
前
後
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
、
料
紙
は
厚
手
の
鳥
の
子
紙

で
金
銀
を
蒔
い
た
豪
華
な
も
の
で
あ
る
。
整
理
記
号
は

「イ
28
」
、
奥
書
等
は
な
い

が
、
目
録

(翻
刻
参
照
)
に
よ
り
本
縁
起
が
三
十
六
人
の
法
親
王
、
公
卿
、
高
僧
等

に
よ
る
寄
り
合
い
書
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
収
納
さ
れ
る
木
箱
の
蓋
の
裏
に
は
、

「元
禄
十
二
龍
集
巳
卯
仲
秋
望
日
¥
縁
起
六
軸

　

誓
願
寺
常
住
¥
見
住
超
然
上
人
」
と

墨
書
が
あ
り
、
縁
起
の
製
作
年
代
も
こ
の
頃
と
考
え
ら
れ
る
。

目
録
に
名
前
を
連
ね
る
人
々
は
、
い
ず
れ
も

『
公
卿
補
佐
』
等
で
確
認
で
き
、
寛

文
か
ら
元
禄
に
か
け
て
朝
廷
の
中
枢
に
い
た
人
士
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
例
を

挙
げ
れ
ば
、
第
二
巻
の
巻
頭
の
筆
者
と
さ
れ
る
尭
恕
法
親
王
は
、
正
保
四
年

(
一
六

四
七
)
に
妙
法
院
門
主
と
な
り
、
寛
文
三
年

(
一
六
六
三
)
に
天
台
座
主
に
就
任
し

て
い
る
。
目
録
で
は

「妙
法
院
尭
恕
」
と
し
て
、
座
主
の
肩
書
き
を
用
い
な
い
こ
と

か
ら
、
縁
起
の
執
筆
は
正
保
四
年
か
ら
寛
文
三
年
の
間
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「続
史
愚

抄
」
に
よ
れ
ば
、
寛
文
四
年
に
誓
願
寺
草
創

一
千
年
法
会
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

二

今
回
、
誓
願
寺
御
当
局
の
御
高
配
を
賜
り
、
同
寺
に
蔵
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
資
料

を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
、
同
寺
に
は
各
種
誓
願
寺
縁
起
を
始
め
、
勧
進

帳
、
願
文
等
の
誓
願
寺
縁
起
の
作
成
と
も
関
連
す
る
資
料
が
伝
来
し
て
い
る
。
そ
れ

ら
を
考
慮
し
た
主
な
誓
願
寺
縁
起
諸
本
の
見
取
り
図
を
次
に
示
す
。
但
し
こ
れ
は
新

旧
の
区
別
で
は
な
い
。

ア
誓
願
寺
縁
起
絵
詞
、
誓
願
寺
蔵
、
京
都
国
立
博
物
館
寄
託
、
三
巻
。
奥
書
等
は

な
い
が
、
室
町
後
期
の
製
作
と
見
ら
れ
る
。
同
系
統
に
神
宮
文
庫
本
と
、
そ
の

転
写
本
の
翻
刻
と
思
わ
れ
る
続
群
書
類
従
本
や
大
日
本
仏
教
全
書
本
が
あ
る
。

誓
願
寺
に
も
詞
書
き
の
み
の
三
巻
本
が
現
蔵
さ
れ
る
。

イ
誓
願
寺
縁
起
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
、
十

一
巻
、
江
戸
前
期
写
。
各
話

一
巻
に
分
巻

さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
尚
、
同
文
庫
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
ア
の
系
統
の
誓
願

寺
縁
起
三
巻
が
蔵
さ
れ
る
。

ウ
誓
願
寺
縁
起
、
誓
願
寺
蔵
、
六
巻
。
ア
の
系
統
に
近
い
が
、
後
述
の
よ
う
な
相

違
点
が
あ
る
。
三
十
六
人
に
よ
る
分
担
書
写
、
奥
書
等
は
な
い
が
、
箱
裏
に
元

禄
十
二
年
の
墨
書
あ
り
。

エ
真
縁
起
、
誓
願
寺
蔵
、

一
巻
。
奥
書
等
は
な
い
が
、
天
正
二
年
の
勧
進
帳
と

I

具
に
さ
れ
て
い
る
が
、
料
紙
は
異
な
る
。
ア
の
系
統
の
誓
願
寺
縁
起
の
原
資
料

の
面
影
を
残
す
も
の
と
考
え
る
。
「
深
草
教
学
」
第

一
九
号
に
翻
刻
予
定
。
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春
日
大
明
神
の
本
尊
に
ま
つ
わ
る
賢
問
子
と
天
智
帝
の
説
話

天
智
天
皇
六
年
誓
願
寺
建
立
の
こ
と
、
寺
号
の
こ
と
、
仏
像
安
置
の
こ
と
、
苛

瑞
の
諸
相
の
こ
と

桓
武
天
皇
平
安
遷
都
に
伴
い
、
誓
願
寺
も
勅
使
に
よ
り
移
転
の
こ
と

醍
醐
天
皇
の
ご
帰
依
の
こ
と

源
信
僧
都
参
寵
の
霊
験
と
、
二
十
五
三
味
式
の
こ
と

清
少
納
言
往
生
の
こ
と

和
泉
式
部
と
性
空
上
人
の
こ
と

一
条
院
の
御
宇
、
西
国
の
海
賊
出
家
の
こ
と

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

ら
、
六
巻
本
縁
起
の
制
作
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
目
録
の
記
述
に
導

か
れ
て
の
推
定
で
あ
る
が
、
こ
の

「考
証
」
自
体
の
信
頼
度
も
問
題
に
な
る
。
と
い

う
の
は
、
第
六
巻
の
五
人
目
の
筆
者
と
さ
れ
る
飛
鳥
井
雅
豊
は
寛
文
四
年
に
生
ま
れ
、

元
禄
元
年
に
公
卿
に
列
し
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
前
述
の
尭
恕
は
天
台
座
主
で

あ
る
わ
け
で
、
目
録
の
記
述
と
矛
盾
す
る
。
目
録
作
者
の
藤
原
貞
維
と
は
冨
小
路
貞

維

(寛
文
八
年
生
。
正
徳
元
年
没
)
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
縁
起
筆
者
三
十
六
人

の
比
定
に
つ
い
て
は
、
な
に
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
、
他
の
資
料
と
の
比

較
に
よ
る
検
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
開
創

一
千
年
法
会
と
の
直
接
の
関
係
も
不
明
で
、

今
の
所
、箱
書
き
に
い
う
元
禄
十
二
年
ま
で
に
制
作
さ
れ
て
い
た
も
の
と
し
て
お
く
。

六
巻
本
の
本
文
構
成
は
誓
願
寺
縁
起
絵
詞

(以
下
三
巻
本
と
略
称
す
る
)
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
吉
田
幸

一
氏
の
分
類
を
も
と
に
し
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

9

　

上
東
門
院
の
写
経
の
こ
と
、
参
寵
の
こ
と

10

　

沙
弥
円
能
と
誓
願
寺
六
地
蔵
霊
験
の
こ
と

11

　

承
元
三
年
四
月
の
回
禄
の
こ
と

12

　

嘉
禎
二
年
九
条
道
家
仏
事
の
こ
と

13

　

一
遍
上
人
六
十
万
人
決
定
の
付
算
を
す
る
こ
と

14

　

建
治
二
年
如
来
の
お
使
い
と
し
て
和
泉
式
部
浄
土
か
ら
影
現
の
こ
と

15

　

南
朝
の
後
胤
、
出
家
し
て
真
阿
上
人
と
な
る
こ
と

16

　

相
国
寺
心
了
西
堂
の
こ
と

17

　

永
享
十
年
真
阿
上
人
往
生
の
こ
と

18

　

嘉
吉
二
年
郷
の
大
夫
貞
氏
現
身
往
生
苛
瑞
の
こ
と

こ
の
よ
う
に
、
六
巻
本
と
三
巻
本
と
で
は
、
記
事
の
構
成
は
同
じ
で
あ
る
が
、
各

部
分
に
お
い
て
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
相
違
点
が
あ
る
。
構
成
表
3
の
記
事
中
に
、

三
巻
本
に
は

「南
京
を
山
城
国
乙
訓
郡

へ
移
さ
せ
給
ふ
時
」
に
続
い
て
次
の
文
章
が

あ
る
が
、
六
巻
本
に
は
こ
れ
が
な
い
。

天
皇
勅
宣
を
く
た
し
給
ひ
け
る
は
、
誓
願
寺
は
天
智
天
皇
の
御
願
に
し
て
本
尊

は
春
日
大
明
神
の
霊
作
、
西
方
浄
土
の
弥
陀
如
来

一
体
分
身
ま
し
ま
し
て
、
衆

生
済
度
の
た
め
に
ち
か
く
此
世
に
示
現
し
給
ふ
な
れ
は
、
世
に
類
ひ
な
き
霊
像

な
り

次
に
構
成
表
10
沙
弥
円
能
の
話
の
冒
頭
部
分
に

「西
方
の
業
を
修
せ
り
」
に
続
い

て
、
三
巻
本
に
は
以
下
の
文
章
が
あ
る
が
六
巻
本
に
は
な
い

(注
3)o

或
時
、
仰
あ
り
て
薬
師
経
の
若
聞
世
尊
薬
師
瑠
璃
光
如
来
名
号
臨
命
終
時
有
八

七
五

378 6 45



七
六

部
の
大
乗
経
を
書
写
し
、
猶
も
礼
拝
称
名
せ
は
、
必
爰
に
生
す

へ
し
」
と
い
う
言
葉

に
続
く
場
面
で
あ
る
。

汝
若
平
生
此
願
あ
り
や
と
と

へ
り
。
我
な
し
と
答

へ
ぬ
。
さ
て
次
に
閻
宮
を
見

せ
ん
と
て
み
ち
ひ
き
給
ふ
に
、
刹
那
に
王
所
に
い
た
る
。
閻
王
も
又
、
汝
五
部

の
大
乗
経
1　
写
の
願
あ
り
や
と
問
給

へ
り
。
我
又
な
し
と
答
ふ
。
時
に
比
丘
の

の
た
ま
は
く
、
汝
往
年
に
人
あ
り
て
彼
経
を
書
写
せ
し
法
茫
に
列
座
し
、
こ
N

ろ
に
歓
喜
を
発
し
て
、
我
も
い
っ
れ
の
日
か
か
く
の
こ
と
く
此
経
を
書
写
せ
ま

し
や
と
願
望
せ
し

一
念
あ
り
し
故
な
り
と
の
た
ま
ふ
。
其
時
思
ひ
あ
た
り
て
我

此
事
侍
り
ぬ
と
答
ふ
。
比
丘
の
の
た
ま
は
く
、
し
か
な
り
し
か
な
り
汝
報
命
い

ま
た
つ
き
す
、
は
や
く
本
土
に
か

へ
り
て
彼
経
を
う
つ
し
、
極
楽
世
界
に
生
す

へ
し

こ
の
文
章
も
三
巻
本
に
あ
り
六
巻
本
に
な
い
が
、
「本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
は
こ
れ
に

対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
る
。

僧
語
我
日
、
汝
早
帰
本
国
、
1　
写
五
部
大
乗
経
、
果
願
更
可
往
生
也

[虫
損
]
、

兼
問
曰
、
汝
有
此
願
、
不
覚
哉
如
何
、
答
曰
、
不
覚
、
爾
時
僧
復
日
、
往
年
有

人
、
供
養
五
部
大
乗
経
、
円
能
適
在
其
座
、
心
中
悲
感
、
忽
起
供
養
経
巻
之
志
、

汝
有
此
事
哉
、
答
曰
、
有
之
、
僧
曰
、
宿
願
是
也
、
故
日
、
果
願
可
往
生
矣

「本
朝
新
修
往
生
伝
」
は
仁
平
元
年

(
一
一
五

一
)
の
序
を
も
つ
も
の
で
、
大
き
な

異
本
の
存
在
も
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
三
巻
本
と
六
巻
本
の
相
違
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
拠
っ
た

「本
朝
新
修
往
生
伝
」
の
違
い
に
由
来
す
る
の
で
は
な
く
、
六
巻
本

に
よ
る
削
除
の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

菩
薩
乗
神
通
示
其
道
路
と
い
へ
る
文
を
講
ナ
。
円
能
こ
れ
を
聞
て
お
も

へ
ら
く
、

薬
師
を
念
す
れ
は
西
方
の
道
路
を
示
し
給
ふ
と
な
り

こ
の
部
分
は
、
典
拠
で
あ
る

「本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
も
な
く
、
三
巻
本
に
お
け
る

増
補
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
「我
則
手
を
も
っ
て
地
を
模
に
果
し
て
堅
く
手
す
こ
し
も

ぬ
れ
す
」
の
次
に
あ
る
円
能
が
頓
死
し
て
見
る
極
楽
の
描
写
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
八
功
徳
池
を
見
奉
る
に
、
大
宝
蓮
華
あ
り
。
其
花
台
の
上
に
楼
閣
あ
り
。

菩
薩
聖
衆
無
数
の
諸
天
、
音
楽
を
奏
し
て
仏
徳
を
讃
し
白
鵠
孔
雀
の
霊
鳥
、
声

を
宝
池
の
浪
に
和
し
て
、
念
仏
念
法
念
僧
の
ひ
N
き
を
な
せ
り
。
七
宝
の
行
樹

に
は
七
重
の
玉
網
を
か
さ
り
、
樹
間
の
宮
殿
光
を
ま
し

へ
て
玲
瑕
た
り
。
無
数

の
菩
薩
は
妙
花
を
ふ
ら
し
虚
空
に
往
還
し
て
慈
尊
を
供
養
し
給
ふ
。
我
其
功
徳

荘
厳
を

一
一
み
な
拝
し
て
念
々
に
恭
敬
せ
り
。

こ
の
部
分
も
三
巻
本
に
あ
り
、
六
巻
本
に
は
な
い
が
、
「本
朝
新
修
往
生
伝
」
に
は
類

似
し
た
描
写
が
あ
る

(江
4)O

次
見
宮
殿
、
金
銀
瑠
璃
、
七
宝
荘
厳
、
花
鬘
項
路
、
宝
憧
幡
蓋
、
琵
琶
管
筏
、

蕭
笛
歌
唱
之
声
、
微
妙
清
浄
、
孔
雀
鸚
鵡
、
迦
陵
頻
伽
、
共
命
鳥
等
、
演
説
法

音
、
讃
嘆
仏
徳
、
又
有
大
宝
蓮
花
、
々
中
有
楼
閣
、
其
上
有
菩
薩
聖
衆
、
有
人

語
日
、
此
最
少
蓮
花
、
下
品
下
生
所
化
也
、

一
一
見
已
、
念
々
恭
敬
、

完
全
に

一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
三
巻
本
と
類
似
す
る
表
現
が
典
拠
に
も
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
部
分
は
三
巻
本
の
増
補
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
六
巻

本
に
お
け
る
削
除
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
同
様
の
例
は
地
獄
で
の
円
能
の
会
話
に

も
み
ら
れ
る
。
地
蔵
菩
薩
の
変
化
で
あ
る
比
丘
の

「汝
は
い
そ
き
娑
婆
に
か
へ
り
五



天
智
天
皇
の
御
祈
願
所
、
代
々
の
主
上
叡
信
ま
し
く

て
、
感
臆
不
思
議
の
尊

像
な
る
事
を
傅
え
聞
き
、
即
営
寺
に
詣
て
た
ま
ふ
。
比
は
座
永
十
七
年
の
春
、

齢
三
十
六
歳
な
り
。
既
に
富
堂
に
参
詣
あ
り
て
、
常
時
の
住
僧
ま
た
は
供
奉
の

人
々
に
も
深
く
忍
ひ
、
御
連
枝
を
い
さ
な
ひ
、
御
偕
を
落
さ
せ
給

へ
は
、
御
連

枝
も
お
な
し
く
墨
染
の
姿
と
な
り
、
其
名
を
宗
玉
と
な
ん
あ
ら
た
め
、
共
に
当

堂
に
引
寵
り
た
ま
ふ
。
供
奉
の
人
々
仰
天
し
歎
き
あ
ひ
け
れ
と
も
、
二
心
な
き

御
遁
世
の
あ
り
さ
ま
を
見
奉
り
、
み
な
涙
を
も
よ
ほ
し
、
あ
わ
れ
に
貴
き
御
駿

心
か
な
と
、
な
く
く
帰
り
侍
り
ぬ
。

こ
れ
に
対
応
す
る
六
巻
本
の
部
分
を
次
に
掲
げ
る

此
花
洛
に
南
帝
王
の
孫
裔
い
ま
そ
か
り
け
る

〈謙
し
て
っ
ゐ
に
そ
の
嘉
名
を
あ

か
さ
す
〉
。
戒
急
に
し
て
高
姓
の
身
を
受
た
ま
ふ
の
み
に
あ
ら
す
、
乗
猶
急
に
し

て
深
く
世
は
常
な
き
事
を
さ
と
り
、
朝
に
は
経
を
誦
し
、
夕
に
は
仏
を
と
な

へ

と
こ
し
な

へ
に
涅
槃
常
楽
の
妙
果
を
の
み
志
し
求
め
給
ひ
き
。
既
に
し
て
或

一

日
密
に
家
弟
を
招
て
宣
ひ
け
る
は
、
情
世
間
の
転
変
を
案
す
る
に
、
八
相
苦
焼

の
境
界
な
れ
は
、
し
は
ら
く
菩
提
を
安
す

へ
き
に
非
す
。
縦
令
王
位
自
在
の
身

あ
る
も
、
親
疎
の
中
に
恒
に
疑
催
の
憂
を
懐
き
、
衰
滅
時
な
ふ
し
て
至
れ
は
、

劇
苦
下
殊
に
こ
と
な
ら
す
、
そ
れ
よ
り
し
て
下
降
、
后
妃
臣
民
誰
か
実
の
楽
み

あ
ら
ん
や
、
愚
者
の
愛
楽
は
厭
悪
す
る
所
な
り
。
我
今
不
惑
の
よ
は
ひ
に
な
ん

く
と
し
て
、
除
命
の
定
な
き
事
を
お
も
ふ
に
、
早
に
跡
を
煙
竃
に
晦
ま
し
、

身
命
を
仏
陀
に
帰
投
せ
む
事
を
嘆
す
。
さ
れ
は
仏
教
多
門
な
れ
と
も
、
い
っ
れ

も
皆
観
心
得
悟
の
法
門
な
れ
は
、吾
價
下
根
無
智
の
通
入
す

へ
き
道
に
あ
ら
す
。

七
七

四

前
節
で
見
た
よ
う
な
違
い
の
ほ
か
に
、
三
巻
本
と
六
巻
本
の
間
に
は
異
文
関
係
に

あ
る
部
分
が
あ
る
。
構
成
表
15
の
真
阿
に
関
す
る
説
話
の
冒
頭
部
分
、
三
巻
本
で
は

次
の
よ
う
で
あ
る
。

洛
陽
に
南
帝
王
の
御
子
孫
い
ま
そ
か
り
け
る
。
十
善
の
除
慶
た
つ
と
き
の
み
に

非
す
、
仏
道
の
機
縁
あ
さ
か
ら
さ
る
に
や
、
或
時
思
ひ
い
て
さ
せ
給
ひ
け
る
は
、

我
れ
う
け
か
た
き
人
身
を
受
け
、
得
か
た
き
王
孫
に
生
れ
た
り
と
い
へ
と
も
、

人
間
無
常
の
理
り
遁
る

へ
き
に
あ
ら
す
。
縦
ひ
心
に
ま
か
す
る
五
欲
の
楽
あ
る

も
、
還
て
こ
れ
悪
道
受
苦
の
因
縁
な
り
。
無
常
の
い
つ
と
定
め
な
く
、
流
転
因

果
の
遁
か
た
き
事
を
お
も

へ
は
、
名
利
更
に
益
な
く
、
如
幻
の
栄
花
貪
る

へ
き

に
あ
ら
す
。
か
り
の
世
の
せ
ん
な
き
事
に
う
ち
ま
き
れ
、
永
き
菩
提
を
失
は
ん

こ
と
返
す
く
愚
の
い
た
り
な
り
。
唯
急
て
も
急
く
へき
は
出
離
の
道
、
励
て

も
励
む
へき
は
菩
提
の
行
な
り
。
聞
説
出
離
の
教
門
ま
ち
く

に
わ
か
れ
、
何

れ
も
た
う
と
き
御
法
な
れ
と
も
、
我
か
こ
と
き
の
愚
か
な
る
も
の
は
、
何
れ
の

法
も
成
就
し
か
た
か
る
へ
し
。
妥
に
西
方
の
教
門
弥
陀
の
本
誓
を
き
け
は
、
喩

伽
三
密
の
行
法
を
も
か
ら
す
、
坐
禅
入
定
の
工
夫
を
も
用
ひ
す
、
只
願
生
浄
土

の
誠
あ
り
て
、
佛
の
貌
を
称
ふ
れ
は
、
賢
不
肖
善
悪
男
女
を
わ
か
す
、
佛
の
願

力
に
乗
し
て
往
生
せ
す
と
い
ふ
事
な
し
。
賞
に
出
離
の
志
あ
ら
ん
人
、
誰
か
は

是
に
よ
ら
さ
ら
む
と
、
深
く
お
も
ひ
定
め
た
ま
ひ
、
扨
い
つ
こ
の
霊
場
に
か
身

を
よ
せ
、
何
れ
の
本
尊
を
か
拝
し
な
ん
と
思
ひ
め
く
ら
し
給
ふ
に
、
誓
願
寺
は

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻



七
八

削
除
改
変
を
加
え
た
も
の
で
は
な
く
、
三
巻
本
と
は
別
の
縁
起
の
本
文
を
書
承
し
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。

六
巻
本
の
豪
華
な
装
丁
や
三
十
六
人
の
貴
顕
に
よ
る
1　
写
を
考
え
る
と
、
六
巻
本

の
作
成
に
は
相
当
の
手
間
と
費
用
が
か
け
ら
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
底
本
の
選
定
に

あ
た
り
、
既
に
存
在
し
て
い
た
三
巻
本
を
採
用
せ
ず
、
敢
え
て
別
の
本
文
を
使
用
し

た
こ
と
に
は
、
そ
れ
な
り
の
意
図
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

今
後
は
三
巻
本
や
尊
経
閣
文
庫
本
と
の
更
な
る
比
較
と
、
誓
願
寺
縁
起
に
含
ま
れ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
説
話
の
典
拠
関
係
の
解
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

弥
陀

一
教
の
み
末
代
に
縁
あ
る
な
れ
は
、
我
滝
し
て
天
智
聖
主
の
叡
が
ん
を
追

感
し
霊
験
あ
ら
た
な
る
に
信
帰
し
て
、
偏
に
願
を
誓
願
寺
の
如
来
に
繋
た
り
。

今
既
に
機
縁
相
熟
す
る
に
や
、
今
夜
頻
に
彼
寺
に
人
て
、
如
来
前
に
し
て
剃
髪

受
戒
し
沙
門
の
身
と
な
り

一
心
に
往
生
浄
土
の
願
行
を
み
ち
な
む
と
思
ふ
也
と

有
し
か
は
、
家
第
随
喜
し
て
宣
ひ
け
る
は
、
吾
臍
も
年
来
終
に
願
心
を
貯
へ
発

心
修
行
の
志
し
切
な
り
と
い
へ
共
、
君
の
心
を
測
り
閥
て
、
い
ま
た
そ
の
本
意

を
遂
さ
り
き
。
さ
あ
ら
は
、
我
も
共
に
あ
ひ
し
た
か
ひ
て
、
同
因
同
行
の
身
と

な
り
、
二
世
の
昆
弟
な
ら
む
と
、
終
に
恵
永
十
七
年
の
春
、
齢
三
十
六
歳
に
し

て
、
当
寺
に
参
寵
ま
し
く

て
、
住
持
衆
僧
に
も
案
内
な
く
、
供
奉
の
面
々
に

も
告
知
を
給
は
す
、
連
枝

一
時
に
髪
を
落
し
、
染
衣
の
身
と
な
り
、
堂
内
に
寵

り
給

へ
は
、
供
奉
の
人
々
、
愕
き
歎
き
あ
ひ
け
れ
は
、
二
心
無
き
あ
り
さ
ま
を

見
奉
り
、
各
涙
を
も
よ
ほ
し
、
あ
は
れ
に
貴
き
遁
世
哉
と
、
な
く
く
ぁ
る
し

な
き
館

へ
帰
り
侍
り
。
又
、
家
弟
は
寺
主
道
禅
上
人
に
法
名
を
う
け
、
宗
玉
と

な
む
申
侍
り
。
年
を
か
さ
ね
て
真
阿
弥
陀
仏
に
随
ひ
て
、
浄
行
を
修
し
給
ひ
け

る
か
、
微
疾
を
感
し
、
瑞
相
あ
り
て
遷
化
し
た
ま
ふ
と
そ
。

両
者
を
比
較
す
る
と
、
「南
帝
王
の
御
子
孫
」
が
世
の
無
常
を
悟
り
、
念
仏
の
教
え
に

目
覚
め
、
阿
弥
陀
如
来
に
帰
依
す
る
と
い
う
同
じ
内
容
を
述
べ
て
い
る
が
、
行
文
は

大
き
く
異
な
る
。
こ
れ
は
相
互
に
影
響
を
与
え
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
両
者
は
別

の
本
文
系
統
に
属
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
節
で
検
討
し
た
沙
弥
円
能
の
説
話

で
は
、
六
巻
本
の
方
に
記
事
の
欠
如
が
見
ら
れ
た
が
、
真
阿
の
説
話
に
お
け
る
現
象

を
考
慮
す
れ
ば
、
六
巻
本
は
、
三
巻
本
を
底
本
に
し
て
絵
の
部
分
を
省
略
し
文
章
に

注

1

　

吉
田
幸

一
氏

「誓
願
寺
縁
起
と
和
泉
式
部
縁
起
」
(「文
学
論
藻
」
第
三
十
三
号
)

2

　

筑
土
鈴
寛
氏

「復
古
と
叙
事
詩
」
(昭
和
十
七
年
)

3

　

三
巻
本
の
引
用
は
誓
願
寺
所
蔵
の
写
真
に
よ
る
。

4

　

引
用
は

「
日
本
思
想
大
系
7

　

往
生
伝

　

法
華
験
記
」
(
一
九
七
四
年
、
岩
波
書
店
刊
)

に
よ
り
、

一
部
表
記
を
改
め
た
。

(付
記
)
資
料
の
調
査
と
翻
刻
を
御
快
諾
賜
り
ま
し
た
総
本
山
誓
願
寺
御
当
局
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。



(誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
翻
刻
)

凡
例

一
、

底
本
は
総
本
山
誓
願
寺
所
蔵
誓
願
寺
縁
起
六
巻
で
あ
る
。

一
、

字
体
は
底
本
に
近
似
す
る
も
の
を
使
用
し
た
。

一
、

行
の
途
中
で
の
改
行
は
こ
れ
に
随
っ
た
。

一
、

底
本
に
記
さ
れ
て
い
る
訂
正
は
こ
れ
に
随
い
訂
し
た
。

一
、

割
注
は

〈

　

〉
に
入
れ
て

一
行
書
き
と
し
た
。

一
、

私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

一
、

私
に
付
し
た
注
は

(

　

)
に
入
れ
て
示
し
た
。

【巻

こ

夫
佛
法
は
、
王
臣
の
帰
敬
に
よ
り
て
神
光
を
ま
し
、
霊
像
は
貴
賤
の
渇
仰
に
随
て
感

庖
を
あ
ら
は
す
。
爰
を
も
っ
て
か
た
し
け
な
く
も
、
我

牟
尼
尊
教
法
を
王
臣
に
付
属
し
て
は
、
行
化
を
末
劫
に
い
た
し
、
形
像
を
後
世
に
示

現
し
て
は
、
利
益
を
萬
代
に
傅
ふ
。
さ
れ
は
月
氏
の
優
填
は
栴
檀
を
彫
て
真
容
を
う

つ
し
、
漢
土
の
明
帝
は
金
人
を
夢
見
て
佛
法
を
興
す
。
我

朝
の
い
に
し

へ

欽
明

敏
達
の
聖
帝
、
遥
に
其
風
を
し
た
ひ
給
ひ
、
上
宮
、
鎌
足
の
賢
臣
と
を
く
其
塵
を
相

継
り
。
ホ
来
霊
匹
を
華
夷
に
し
め
て
、
名
像
の
奇
瑞
所
々
に
し
る
く
、
結
縁
の
と
も

か
ら
參
詣
の
あ
ゆ
み
た
ゆ
る
こ
と
な
し
。
就
中
富
寺
は

天
智
聖
主
の

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

御
願
に
し
て

本
尊
は

叡
感
の
瑞
夢
に
因
て
成
就
し
給
ふ
。
誠
に
殊
勝
の
道
場
、
希
有
の

尊
像
、
化
物
他
に
異
な
り
、
誰
か
是
を
仰
さ
ら
ん
や
。
か
N
る
因
縁
を
段
々
に
記
し
、

是
を
不
朽
に
傅

へ
、
利
益
を
永
代
に
残
さ
む
こ
と
を
庶
幾
と
な
む
。

(五
行
空
白
)

抑
営
寺
は
人
皇
三
十
九
代
天
智
天
皇
の
御
草
創
、
累
代
勅
願
の
梵
刹
、
本
尊
は
西
方

教
主
弥
陀
如
来
、
慈
悲
万
行
の
大
菩
薩
。
春
日
大
明
神
の
真
作
、
雲
験
不
思
議
の
尊

容
な
り
。
其
濫
舘
は
、
昔
大
和
國
添
上
郡
奈
良
の
京
に
を
ゐ
て
、
日
域
無
双
の
良
匠

あ
り
。
其
の
名
を
賢
閲
子
と
号
す
。
か
れ
ひ
そ
か
に
お
も

へ
ら
く
、
我
今
誉
を
和
朝

に
得
た
り
と
い
へ
と
も
、
猶
願
は
名
を
大
國
に
あ
ら
は
さ
は
や
と
て
、
既
に
し
て
大

志
を
企
て遠
く
大
唐
に
到
け
る
に、
唐
の帝
叡
聞
ま
しく
て、
外
國
の良
工を
唐

土
に
と
卜
め
ん
事
、

一
か
た
な
ら
ぬ
至
賓
な
り
と
て
、
恩
寵
殊
に
浅
か
ら
す
。
さ
れ

と
も
彼
お
の
か
故
郷
忘
れ
か
た
き
な
ら
ひ
に
て
、
時
々
帰
朝
の
色
見
え
け
れ
は
、
帝

抑
留
の勅
使
た
ひく
な
り
し
か
と
も
、
更
に
と
Nま
る
へき
け
しき
も
あ
ら
さ
れ

は
、
叡
慮
を
め
く
ら
し
た
ま
ひ
て
、
た
け
き
武
士
の
心
を
も
な
ひ
か
せ
ん
は
色
に
し

く
は
な
し
と
て
、
美
女
を

一
人
賢
閲
子
か
妻
に
た
ま
ひ
ぬ
。
さ
れ
と
も
な
を
わ
す
ら

れ
や
ら
ぬ
古
里
な
り
け
れ
は
、
朝
な
夕
な
遥
の
雲
路
を
打
な
か
め
、
郷
情
い
や
ま
し

な
り
し
か
は
、帝
猶
かた
く
留
給
は
ん
と
て、浦く
みな
とく
へ勅
を
く
た
し
、

し
き
り
に渡
海
を
禁
した
ま
ひ
ぬ。
賢
間
子力
お
よ
は
す
し
て、
つくく
と
思
惟

し
け
る
に
、
此
上
は
船
筏
に
乗
し
、
海
上
を
行

へ
き
事
、
望
を
た
え
た
る
事
な
れ
は
。

七
九



八
〇

し
、
箕
裳
の
業
を
継
な
ん
と
願
し
か
は
、
母
の
い
ひ
け
る
は
、
あ
か
ぬ
別
に
、
夫
の

契
り
を
た
っ
こ
と
も
、
汝

一
人
を
さ
り
と
も
と
、
た
の
む
心
に
な
く
さ
み
て
、
此
年

月
を
N
く
り
し
に
。
汝
い
ま
日
本

へ
行
な
は
、
い
つ
か
は
帰
り
来
る
へ
き
。
萬
里
の

除
所
に
障
な
は
、
あ
ひ
み
む
事
も
曼
束
な
し
と
、
し
き
り
に
歎
き
留
め
侍
れ
と
も
、

思
ひ
立
ぬ
る
こ
卜
ろ
さ
し
堅
固
な
り
け
れ
は
、
は
や
渡
海
を
そ
催
し
け
る
。
主
上
叡

聞
ま
しく
て、
父
子
の對
面有
へき
と
思
ひ
人た
る
心
のう
ち
、
賞
に
理
は神
妙

な
り
。
し
か
は
あ
れ
と
四
百
除
州
の
大
國
に
六
十
除
州
の
日
本
を
も
の
に
な
そ
ら

へ

く
ら
ふ
れ
は
、
日
域
の
一
嶋
は
織
に
粟
散
芥
子
の
小
國
な
り
。
此
國

へ
わ
た
る
お
の

こ
な
れ
は
と
て
、
其
名
を
芥
子
國
と
号
せ
ら
れ
、

一
葉
の
船
を
か
さ
り
、
水
手
揖
取

さ
し
添
て
、
水
碧
天
に
ひ
た
し
、
浪
白
雲
に
さ
か
の
ほ
る
。
蓬
温
萬
里
の
海
上
を
日

本
へと
渡
した
ま
へる
。
は
るく
と
ふ
りさ
け
見
っる船
路
も
時
し
あ
れ
は
、
ほ

と
も
な
く
日
本
の
地
に
つ
き
、
大
和
國
奈
良
の
里
に
い
た
り
ぬ
。
胎
内
に
て
わ
か
れ

し
父
の
面
影
な
れ
は
、
何
を
し
る

へ
と
尋
ぬ

へ
き
た
よ
り
あ
ら
ね
と
、
母
の
っ
た

へ

し
言
葉
の
末
、
一
の
盤
を
し
る
し
と
し
て
、
こ
y

の
縁
な
る
に
や
、
終
に
父
に
め
く
り
あ
ひ
ぬ
。
古

へ
燕
の
太
子
丹
か
本
國
に
か

へ
り
、

蘇
武
か
胡
國
に
趣
き
二
た
ひ
漢
家
万
里
の
月
に
か

へ
る
も
、
か
く
こ
そ
は
あ
り
な
め

と
不
思
議
な
り
し

こ
と
と
もな

り
。

爰
に
天
智
天
皇
は
も
と
よ
り
聖
主
に
て
お
は
し
ま
し
け
れ
は
、
内
に
は
三
綱
五
常
の

道
を
た
N
し
、
外
に
は
万
機
百
司
の
政
、
解
り
給
は
す
。
四
荒
八
極
掌
の
中
に
握
り

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

兎
角
空
を
か
け
る
鳥
な
ら
て
は
、
い
か
て
か
万
里
の
蒼
波
を
こ
ゆ

へ
き
ゃ
と
て
、
深

閏
に
引
寵
り
、
神
妙
の
工
夫
を
め
く
ら
し
、
木
を
も
っ
て
鳥
を
造
り
、
虚
空
を
飛
行

し
て
帰
朝
す

へ
き
巧
を
な
し
け
る
。
或
時
、
妻
女
に
む
か
ひ
て
ぃ
ひ
け
る
に
、
妹
背

の中
も
中く
に、
ふ
り捨
か
た
き
道
な
か
ら
、
故
郷
の方
の恋
しさ
に、
か
く
は

お
も
ひ
た
ち
ぬ
る
な
り
。
夢
の
う
き
世
は
か
S
る
と
も
、
他
生
の
縁
は
た
か
は
し
と
、

涙
な
か
ら
に
か
き
く
と
き
け
る
か
、
折
し
も
彼
妻
懐
妊
し
、
い
ま
た
十
月
も
み
た
さ

り
け
れ
は
、
汝
か
う
み
な
む
子
、
女
子
な
ら
は
力
お
よ
は
す
。
若
男
子
に
て
も
待
ら

は
、
父
か
し
る
し
に
是
を
あ
た
ふ

へ
し
と
て
、

一
の
盤
を
渡
し
き
。
女
房
き
こ
し
も

あ

へ
す
、
打
恨
み
た
る
け
し
き
に
て
か
こ
ち
け
る
か
、
さ
て
し
も
諸
共
に
行

へ
き
旅

の
道
な
ら
ね
は
、
た
か
ひ
に
お
し
む
名
残
の
袖
、
涙
な
か
ら
に
ひ
き
わ
か
れ
ぬ
。
か

く
て
賢
閲
子
、
彼
鳥
の
腹
に
入
、
両
手
を
も
っ
て
両
翼
を
操
り
か
け
り
け
れ
は
、
恰

も
空
飛
鳥
の
粧
ひ
に
こ
と
な
ら
す
し
て
、
万
里
の
海
上
雲
路
を
渡
り
て
、
日
本
の
地

に
そ
い
た
り
ぬ
。
か
の
諸
葛
孔
明
か
木
牛
流
馬
を
あ
や
っ
り
し
も
、
か
N
る
不
思
議

の
機
巧
に
こ
そ
。

(二
行
空
白
)

か
く
て
お
っ
と
の
賢
閲
子
帰
朝
の
後
は
こ
と
は
に
忘
れ
も
や
ら
ぬ
妻
の
こ
y
ろ
っ
れ

く
な
り
し折
から
に
は
、夫
の行
た
る
空
を
な
か
め
あ
か
し
く
ら
し
て過
け
る
か
、

や
うく
日数
かさ
な
り
し
か
は
、
こと
ゆ
へな
く
ひと
り
の男
子
を
生
し
ぬ。
此

子
成
人
す
る
に
し
た
か
ひ
て
、
い
ふ
か
り
お
も
ひ
、
或
時
、
父
は
と
尋
け
る
に
、
母

あ
り
し
昔
を
し
かく
と
語
り
、是
こそ
父
が
形
見
そ
と
て、
一の盤
を
あ
た
ふ
に
、

子
こ
れ
を
聞
よ
り
も
頓
て
心
に
思
ひ
た
ち
、
急
き
扶
桑
に
趣
き
、
父
に
は
や
く
對
面



給
ひ
し
か
は
、
四
海
風
を
の
そ
む
て
ょ
ろ
こ
ひ
、
万
民
徳
に
帰
し
て
た
の
し
め
り
。

上
君
徳
あ
き
ら
か
な
れ
は
、
下
臣
礼
を
そ
む
く
こ
と
な
し
。
嗣
君
金
枝
の
さ
か

へ
、

時
を
得
てめ
てた
か
り
し
御
代
と
か
や
。
か
Nる
明
君
に
てま
しく
け
る
ゆ
へ、

猶
有
為
無
常
の
は
か
な
き
た
め
し
ま
て
お
ほ
し
め
し
、
わ
け
さ
せ
給
ひ
て
、
宸
襟
を

め
く
ら
し
た
ま
ふ
は
、
生
者
必
滅
の
掟
、
佛
も
ま
ぬ
か
れ
た
ま
は
す
。
金
輪
聖
王
の

位
、
鐸
提
桓
因
喜
見
城
の
楽
も

I
夜
の
ゆ
め
の
こ
と
し
。
大
梵
高
塞
の
閣
、
い
っ
も

の
栖
家
な
ら
す
。
天
上
の
五
衰
、
人
間
の
八
苦
、
三
界
無
安
猶
如
火
宅
の
こ
と
は
り

な
れ
は
、
二
十
五
有
い
っ
れ
の
處
に
か
心
を
と
む

へ
き
。
遅
々
た
る
春
の
あ
し
た
、

南
庭
の
花
に
戯
れ
、
悠
々
た
る
秋
の
夕
、
西
楼
に
月
を
詠
せ
し
遊
客
も
、
夢
の
う
き

世
のあ
た
な
れ
は、
あ
した
の露
のみすく
も
、
夕
の煙
と
消
う
せ
ぬ。
生
死
無

常
の
時
変
は
、
誰
か
は
ひ
と
り
遁

へ
き
。
妻
子
称
賓
及
王
位
臨
命
終
時
不
隨
者
と
聞

時
は、朕
た
まく
今
生
の栄
花
を
う
け
て、錦
帳
の内
に
心
を
た
のし
め
、。玉盗

の
床
に
身
を
や
す
ん
し
、
百
官
卿
相
に
崇
敬
せ
ら
れ
、
花
月
の
あ
そ
ひ
い
と
ま
な
く
、

け
ふ
は
十
善
万
乗
の
主
と
仰
か
る
と
も
、
あ
は
れ
い
っ
の
夕
に
か
北
印
の
露
と
き
ぇ

な
は
、
あ
す
は
果
し
て
奈
落
の
そ
こ
に
身
を
し
っ
め
、
重
苦
を
受
ん
事
目
の
前
な
り
。

か
く
は
か
な
き
身
を
う
け
な
か
ら
、
む
な
し
く
生
涯
を
X
く
り
侍
ら
は
、
い
っ
の
時

か
生
死
輪
廻
を
た
ち
ぬ

へ
き
。
は
や
く
佛
道
修
行
に
心
を
か
け
、
菩
提
の
道
を
ね
か

は
さ
ら
め
や
と
て
、
深
く
三
賓
に
帰
依
し
た
ま
ひ
、
殊
に
は
弥
陀
如
来
本
願
不
可
思

議
の
利
益
を
仰
き
た
ま
ひ
、
つ
ゐ
に
大
誓
願
を
お
こ
し
、
現
在
に
生
身
の
弥
陀
如
来

を
拝
せ
す
は
、
畢
命
を
期
と
す
と
て
、
錦
帳
に
引
龍
り

一
心
に
念
佛
し
た
ま

へ
は
、

或
夜
の
暁
更
に
至
て
、
二
天
人
あ
ま
く
た
り
、
奏
し
け
る
は
、
ま
の
あ
た
り
に
生
身

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

の
如
来
拝
覧
の
御
の
そ
み
お
は
し
ま
さ
は
、
賢
問
子
、
芥
子
國
に
仰
て
、
丈
六
の
座

像
を
造
立
し
た
ま
ふ

へ
し
。
是
則
西
方
の
真
身
に
均
し
か
ら
む
と
告
畢
て
、
虚
空
を

さ
し
て
飛
さ
り
ぬ
。

時
に
天
皇
感
厖
の
告
に
ま
か
せ
て
、
即
賢
閲
子
、
芥
子
國
父
子
の
佛
師
に
勅
命
を
く

た
し
た
ま
ふ
。
父
子
み
こ
と
の
り
を
受
し
よ
り
、
各
別
に
浄
室
を
か
ま

へ
、
半
身
を

わ
か
ち
て
作
り
た
て
ま
っ
る
に
、
宜
は

一
人
の
彫
刻
と
見
ゑ
し
も
夜
に
人
ぬ
れ
は
斧

盤
の
響
き
、
数
十
人
に
聞
ゆ
。
諸
人
あ
や
し
み
壁
の
隙
よ
り
窺
ひ
見
る
に
、
父
と
み

し
は
六
瞥
の
地
蔵
菩
薩
、
子
と
お
も
ひ
し
は
六
劈
の
観
音
菩
薩
に
て
、
を
の
く
無

数
の
客
属
光
を
放
て
暗
室
の
中
を
か
N
や
か
し
た
ま
ひ
し
か
は
、
不
日
に
造
立
こ
と

を
は
り
ぬ
。
か
く
て
父
子
各
半
身
を
抱
き
来
て
さ
し
合
せ
け
る
に
、
か
ね
て
い
ひ
あ

は
せ
さ
り
け
れ
と
も
凡
夫
の
所
作
に
あ
ら
さ
れ
は
、
全
鉢
圓
済
に
し
て
、
毫
髪
の
た

か
ひ
な
く
、
只

一
人
の
作
の
こ
と
し
。
天
皇
叡
感
の
あ
ま
り
に
、
如
来
御
面
相
の
裏

に
は
、
恭
も
震
筆
を
そ
め
、
朱
を
も
っ
て
六
字
の
名
号
を
し
る
し
給
ひ
、
又
地
蔵
観

音
の
霊
巧
と
し
て
御
腹
心
の
内
に
は
五
色
を
わ
か
ち
て
五
臓
六
勝
を
そ
な

へ
、
十
二

経
脈
を
つ
り
わ
け
、
圓
光
の
中
に
は
三
世
三
千
佛
を
作
り
っ
け
て
、
三
世
諸
佛
依
念

弥
陀
三
昧
成
等
正
促
の
状
を
表
し
、
頂
上
肉
偕
の
一
相
を
か
く
し
給
ひ
し
は
、
本
よ

り
十
劫
の
む
か
し
正
党
な
り
し
佛
な
れ
は
、
八
萬
四
千
の
相
好
悉
皆
圓
満
し
た
ま

へ

と
も
、
弥
陀
如
来
因
中
に
設
我
得
佛
十
方
衆
生
至
心
信
楽
欲
生
我
國
乃
至
十
念
若
不

生
者
不
取
正
党
と
誓
ひ
給
ひ
て
、

一
切
衆
生
を

一
人
も
漏
さ
す
度
し
霊
し
て
後
、
衆

相
圓
満
の
正
党
を
成
せ
む
と
の
大
悲
大
願
ま
し
ま
せ
は
、
虚
空
法
界
っ
き
さ
る
に
成

佛
し
た
ま
ふ

へ
き
に
あ
ら
ね
と
も
、
薪
い
ま
た
霊
さ
る
に
、
火
榛
す
て
に
吉
る
か
こ

八

一



八

二

取
の
誓
ひ
を
頼
奉
り
て
、
随
喜
の
涙
を
な
か
し
け
る
。

(
一
行
空
白
)

同
年
の
夏
、
急
ぎ
佛
閣
を
剱
建
し
奉
る

へ
き
よ
し
綸
命
降
り
し
か
は
、
公
卿
大
臣
詔

を
う
け
、
和
州
摂
州
の
巧
匠
を
め
し
、
遠
山
近
林
の
良
材
を
よ
せ
、
吉
日
を
選
て
斧

を
め
く
ら
し
け
る
に
、
大
厦
高
堂
の
構
な
れ
は
三
年
の
功
を
そ
累
ね
け
る
。

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

と
く
し
て
、
衆
生
の
往
生
に
さ
き
た
ち
て
、
佛
は
正
覚
な
り
給

へ
り
。
し
か
れ
と
も

猶
果
上
の
尊
容
に
未
度
の
衆
生
を
尽
し
て
、
彼
相
好
圓
滞
し
給
ふ

へ
き
本
願
大
悲
の

形
を
あ
ら
は
し
奉
り
て
此

一
相
を
か
き
た
ま
ふ
な
り
。
彼
弥
陀
観
音
化
尼
化
女
と
な

り
来
て
織
ま
し
ま
す
営
麻
曼
陀
羅
の
中
央
の
本
尊
と
、
此
地
蔵
観
音
化
現
し
て
彫
刻

し
た
ま

へ
る
営
寺
の
本
尊
と
、
ひ
と
し
く
肉
偕
の
一
相
を
あ
ら
は
し
た
ま
は
さ
る
こ

と
、
他
に
異
な
る
霊
像
な
れ
は
、
信
心
の
輩
、
感
涙
肝
に
銘
し
て
拝
し
奉
る

へ
し
。

し
か
の
み
な
ら
す
、
此
尊
容
造
立
の
う
ち
、
天
皇
み
っ
か
ら
愛
染
の
法
を
三
千
座
ま

て
を
こ
な
ひ
給
ひ
て
、
衆
人
愛
敬
利
物
廣
大
と
祈
り
給

へ
り
。
謹
案
す
る
に
、
此
尊

像
を
春
日
大
明
神
の
御
作
と
云
事
は
、
地
蔵
観
音
は
三
笠
山
の
御
神
の
本
地
た
る
ゆ

へ
な
り
。
去
賓
亀
年
中
に
営
寺
の
住
持
専
貞
法
印
、
三
笠
山
に
七
日
の
参
寵
を
と
け
、

用
心
を
抽
て
神
慮
の
感
鹿
を
あ
ふ
か
れ
け
る
に
、
第
三
第
四
の
賓
殿
よ
り
地
蔵
観
音

顕
現
し
告
給
ひ
け
る
は
、
恭
此
山
に
う
っ
ら
さ
り
し
前
に
、
あ
ら
か
し
め
先
此
土
に

来
て
百
方
の
真
佛
を
模
写
す
。
則
誓
願
寺
の
本
尊
是
也
。
故
に
我
毎
日
彼
寺
に
影
饗

し
て
鎮
に
寺
内
を
守
護
す
。
汝
な
む
そ
労
敷
遠
く
こ
ゝ
に
来
て
、
我
を
求
む
る
や
と

告
了
て
、
忽
然
と
し
て
見
え
た
ま
は
す
。
し
か
れ
は
天
皇
の
叡
信
に
酬
て
、
末
世
の

衆
生
を
す
く
は
む
か
た
め
に
此
尊
容
を
造
立
し
給

へ
る
神
作
、
最
分
明
な
り
。

(二
行
空
白
)

既
に
し
て
、
天
皇
四
乙
丑
の
年
、
此
霊
像
造
立
な
り
給
ひ
ぬ
れ
は
、
主
上
御
大
願
の

本
意
を
遂
給
ひ
、

一
か
た
な
ら
ぬ
叡
信
た
り
。
先
仮
屋
殿
に
遷
し
奉
り
し
か
は
、
大

和
井
近
國
近
里
の
道
俗
責
賤
、
肩
を
や
う
し
袖
を
つ
ら
ね
、
市
の
こ
と
く
に
群
集
し

て
世
に
あ
り
か
た
き
霊
佛
を
急
き
拝
み
奉
ら
ん
と
、
括
香
散
花
の
精
誠
を
尽
し
、
摂

「巻
二
」

同
六
丁
卯
年
仲
春
上
幹
の
比
、
成
風
の
功
積
り
、
七
堂
伽
藍
の
精
舎
成
就
し
ぬ
れ
は
、

天
皇
叡
感
あ
り
て
勅
し
て
誓
願
寺
と
覗
し
た
ま
ふ
。
お
ほ
よ
そ
誓
願
の
名
は
、
自
他

兼
済
の
心
を
登
し
て
み
つ
か
ら
其
心
を
制
す
る
を
誓
と
い
ひ
、
満
足
を
志
求
す
る
を

願
と
い
ふ
な
れ
は
、
い
つ
れ
の
諸
佛
諸
菩
薩
も
み
な
惣
別
二
種
の
誓
願
を
登
し
た
ま

ふ
か
故
に
、
か
な
ら
す
し
も
弥
陀
如
来
の
別
願
に
限
て
誓
願
と
い
ふ
に
は
侍
ら
ね
と
、

殊
に
弥
陀
如
来
は
諸
佛
の
願
に
す
く
れ
て
、

一
切
の
善
悪
凡
夫
隔
て
な
く
摂
取
し
た

ま
ふ
誓
願
ま
し
ま
せ
は
、
其
悲
願
の
妙
な
る
を
讃
美
し
て
超
世
の
願
主
と
猫
し
た
て

ま
つ
る
な
り
。
さ
れ
は
此
寺
を
誓
願
寺
と
読
し
給
ふ
事
、
其
謂
れ
あ
り
。
弥
陀
如
来

は
現
其
人
前
の
誓
願
を
捨
た
ま
は
す
、
天
皇
の
叡
信
に
酬
て
、
地
蔵
観
音
の
聖
作
に

て営
寺
の本
尊
と
あ
ら
は
れ
た
ま
ひ、天皇
は
生
身
見
佛
の誓
願
成
就
ま
しく
て、

奇
異
の
尊
像
を
感
得
し
た
ま
ふ
に
よ
り
、
佛
の
誓
願
と
天
皇
の
誓
願
と

一
時
に
符
合

し
て
、
建
立
な
り
し
寺
な
れ
は
と
て
、
御
堂
の
額
に
誓
願
寺
と
は
あ
ら
は
し
た
ま

へ

り
。
さ
て
境
内
を
方
九
町
に
か
ま

へ
て
、
九
品
の
浄
土
を
か
た
と
り
本
堂
を
西
正
面

に
建
て
、
日
没
の
光
を
う
け
弥
陀
佛
國
富
日
没
處
直
西
超
過
十
萬
億
刹
の
方
處
に
あ



て
、
外
陣
の
左
右
に
等
身
の
地
蔵
六
腔
を
安
置
し
て
、
此
菩
薩
六
道
に
遊
戯
し
、
受

苦
の
衆
生
を
教
化
し
て
、
即
弼
陀
佛
国
に
送
り
た
ま
ふ
す
か
た
を
表
し
、
佛
壇
の
裏

板
に
は
、
観
音
勢
至
二
十
五
の
菩
薩
を
圖
し
て
、
歌
舞
来
迎
の
粧
を
あ
ら
は
し
、
惣

し
て
堂
内
の
荘
厳
金
銀
珠
玉
を
ち
り
は
め
、
庭
上
に
は
池
を
盤
り
、
白
蓮
を
栽
て
八

功
徳
池
を
ま
な
ひ
、
北
の
方
に
は
、

一
の
賓
閣
を
建
て
、
六
劈
の
地
蔵
、
六
瞥
の
観

音
を
鎮
座
に
勧
請
せ
り
。
〈専
貞
法
印
、
神
託
を
蒙
り
給
ひ
し
よ
り
後
、
此
二
菩
薩
を

神
鉢
に
あ
か
め
、
春
日
大
明
神
を
勧
請
す
云
々
〉
其
外
釈
迦
堂
、
講
堂
、
多
賓
塔
、

輪
蔵
、
僧
堂
、
方
丈
、
庫
裡
、
惣
門
、
楼
門
、
回
廊
、
廊
架
、
四
十
九
院
の
塔
頭
、

門
外
の
大
橋
等
に
至
る
ま
て
、
善
つ
く
し
美
尽
し
て
修
造
し
た
ま
ひ
け
れ
は
、
兜
率

宮
の
四
十
九
院
、
天
竺
祗
園
精
舎
の
荘
厳
も
か
く
や
と
は
か
り
お
も
ほ
え
て
、
見
聞

の
人
々
感
戴
せ
さ
る
は
な
か
り
け
り
。
此
寺
二
世
安
楽
の
勅
願
寺
と
し
て
、
公
田
二

百
除
町
、
刈
稲
二
十
万
束
、
永
代
に
寄
附
し
、
恵
隠
上
人
を
開
祖
と
し
て
、
三
百
除

の
僧
侶
を
置
た
ま

へ
は
、
同
年
五
月
中
の
五
日
に
、
天
皇
臨
幸
な
り
た
ま
ひ
て
、
遷

座
供
養
あ
る

へ
し
と
て
、
其
役
を
さ
た
め
し
め
給
ひ
、
既
に
営
日
に
お
よ
ひ
て
、
主

上
道
場
の
御
簾
の
裏
に
渡
御
な
り
た
ま

へ
は
、
月
卿
雲
客
み
な
階
下
に
祗
候
せ
ら
る
。

伶
人
は
御
堂
の
庭
の
左
右
に
幄
を
打
て
胡
床
に
座
す
。
其
外
参
詣
の
貴
賤
、
稲
麻
の

こ
と
く
集
り
、
聴
聞
の
絹
素
竹
葦
の
こ
と
く
群
り
て
、
九
町
四
方
の
境
内
も
處
せ
き

ま
て
充
満
た
り
。
か
く
て
法
席
時
既
に
い
た
り
ぬ
れ
は
、
伶
人
は
曲
を
奏
し
、
大
衆

は
梵
唄
を
唱

へ
、
願
文
説
法
い
と
あ
り
か
た
き
供
養
な
り
け
れ
は
、
上
は
有
頂
天
に

も
響
き
、
し
も
は
奈
落
迦
に
も
徹
し
ぬ
へ
く
お
も
ほ
え
て
、
心
耳
を
す
ま
す
法
の
聾
、

聴
衆
の
貴
賤
を
し
な

へ
て
、
百
八
煩
悩
の
眠
を
さ
ま
さ
ぬ
人
そ
な
か
り
け
る
。
漸
く

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

法
延
終
り
な
む
と
す
る
時
、
壇
上
の
本
尊
た
ち
ま
ち
白
毫
よ
り
光
明
を
放
て
、
堂
内

を
耀
し
給

へ
は
、
瑞
華
空
に
み
ち
、
紫
雲
四
方
に
み
な
き
り
、
妙
昔
天
に
ひ
y
き
、

異
香
堂
内
に
薫
し
て
天
人
影
倒
し
天
華
を
そ
な

へ
、
確
拝
讃
歎
な
し
奉
り
て
、
則
天

皇
に
奏
し
て
い
は
く
、
富
寺
の
本
尊
は
極
楽
の
員
身
と

一
健
な
れ
は
、
員
暇
無
二
功

徳
決
然
た
り
、
可
仰
可
信
と
い
ひ
畢
て
、
瓢
然
と
し
て
雲
を
し
の
き
て
飛
さ
り
ぬ
。

時
に
天
皇
み
つ
か
ら
玉
宸
を
い
て
さ
せ
給
て
、
五
鉢
を
地
に
な
け
、
歓
喜
の
御
涙
に

御
衣
の
た
も
と
を
し
ほ
り
た
ま

へ
は
、
近
侍
の
卿
相
は
云
に
及
は
す
、
庭
上
群
集
の

道
俗
男
女
に
至
る
ま
て
、
信
心
肝
に
銘
し
て
渇
仰
の
頭
地
に
ふ
し
け
る
。
〈此
外
奇
異

不
思
議
、
霊
相
あ
け
て
か
そ
ふ
へ
か
ら
す
。
委
は
【
凶
㈲
原
図
回

霊
験
記
に
見
え
た

り
云
云
〉

昔
優
填
大
王
、
世
尊
を
慕
ひ
、
栴
檀
を
彫
て
真
容
を
う
つ
し
た
ま
ひ
し
か
は
、
其
像

動
静
起
居
し
た
ま
ふ
事
生
佛
の
こ
と
く
に
し
て
、
花
を
雨
し
光
を
放
て
世
尊
を
疆
し

た
ま
ひ
、
又
世
尊
祗
陀
林
に
ま
し
く

て
、
弥
陀
経
を
説
給
へ
は
、
六
方
恒
沙
の
諸

佛
御
舌
を
の
へ
て
祥
験
を
あ
ら
は
し
た
ま
ふ
。
今
宮
寺
の
本
尊
も
放
光
の
奇
端
と
い

ひ
、
天
人
の
澄
明
と
い
ひ
、

一
時
の
奇
特
不
思
議
な
れ
は
、
か
y
る
た
め
し
に
殊
な

ら
す
。
こ
れ
西
方
の
弥
陀
如
来
々
庖
の
ち
か
ひ
、
た
か
ふ
と
こ
ろ
な
く
し
て
、
末
世

の
衆
生
を
益
せ
ん
と
、
此
寺
に
示
現
し
た
ま
ふ
こ
と
疑
な
し
。
さ
れ
は
こ
の
場
に
歩

を
運
ぶ
人
は
、
則
七
賓
地
を
ふ
む
に
ひ
と
し
く
、
此
本
尊
を
奔
す
る
と
も
か
ら
は
、

全
く
真
佛
に
値
奉
る
に
異
な
ら
す
。
誠
に
十
萬
億
刹
遥
な
り
と
い
へ
と
も
、
去
此
不

遠
の
利
益
に
あ
つ
か
る
な
れ
は
、
誰
か
帰
依
崇
尊
の
志
を
励
ま
さ
N
ら
む
や
。
且
宮

寺
は
ひ
と
り
天
智
天
皇
の
み
勅
願
處
と
し
た
ま
ふ
に
あ
ら
す
。
後
代
の
聖
主
賢
王
世
々

八

三



八

四

(三
行
空
白
)

人
王
六
十
代
醍
醐
の
天
皇
、
延
喜
三
突
亥
年
秋
八
月
、
贈
皇
太
后
御
菩
提
の
御
為
に

宸
筆
を
そ
め
、
て
つ
か
ら
み
つ
か
ら
浄
土
三
部
経
を
1　
写
あ
り
て
、
乖
も
龍
駕
を
め

く
ら
し
、
常
寺

へ
臨
幸
あ
り
給
ひ
ぬ
れ
は
、
公
卿
殿
上
人
供
奉
の
官
人
、
門
前
に
み

ち
く
た
り
。
既
に
御
堂
に
入
御
な
り
給
ひ
、
御
経
讃
誦
ま
し
く

て
後
、
大
衆
を

あ
つ
め
無
遮
の
大
会
を
い
と
な
み
、
鄭
重
の
御
志
を
励
み
給
ひ
し
は
、
本
師
釈
尊
、

摩
耶
夫
人
の
御
為
に
、
切
利
の
雲
に
昇
て
恩
経
を
と
き
、
大
愛
道
尼
の
闇
維
に
は
、

黄
金
の
御
手
に
て
詠
の
一
脚
を
挙
給
に
、
慣
ま
し
ま
す
に
や
、
い
は
ゆ
る
諸
佛
念
衆

生
衆
生
念
父
母
常
念
子
々
不
念
父
母
な
れ
は
、
仏
は
大
悲
を
心
と
し
て
、
三
界
の
衆

生
を

一
子
の
こ
と
く
あ
は
れ
み
ま
し
ま
せ
と
も
、
衆
生
は
迷
惑
不
信
に
し
て
、
そ
の

教
に
し
た
か
は
す
。
親
は
慈
愛
深
く
し
て
子
を
思
ふ
闇
に
ま
よ
ふ
事
、
上
は
王
侯
よ

り
下
は
士
庶
乃
至
禽
獣
昆
虫
に
至
る
ま
て
、
い
き
と
し
い
け
る
も
の
は
、
天
性
み
な

爾
な
る
に
、
か

へ
り
て
子
は
父
母
を
思
は
す
し
て
お
ほ
く
は
不
孝
な
り
け
る
に
、
此

帝
も
と
よ
り
聖
主
に
し
て
渡
ら
せ
た
ま

へ
は
、
か
く
精
誠
の
御
追
善
あ
り
か
た
か
り

し
事
と
も
也
。

叡
山
横
川
首
榜
最
院
の
源
信
僧
都
、
又
は
恵
心
院
の
僧
都
と
も
琥
す
。
大
和
國
葛
上

郡
当
麻
の
郷
の
人
な
り
。
童
児
の
時
、
延
暦
寺
に
の
ほ
り
、
慈
恵
大
僧
正
を
師
と
し

つ
か

へ
給

へ
り
。
天
性
聴
明
に
し
て
、
し
か
も
止
観
の
窓
に
眼
を
さ
ら
し
、
玄
文
の

床
に
ひ
ち
を

(「く
」
脱
力
)
た
き
、
螢
雪
の
勤
を
こ
た
り
た
ま
は
さ
り
し
か
は
、
住

山
久
し
か
ら
さ
る
に
、
大
蔵
の
奥
義
を
さ
と
り
、
諸
宗
の
淵
源
を
き
は
め
、
三
塔
の

老
若
に
す
く
れ
、
三
千
の
衆
徒
に
ひ
い
て
ま
し
ま
せ
は
、
天
台
の
教
法
此
時
に
盛
に

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

に
追
感
ま
し
く

て
、
度
々
に
臨
幸
な
り
給
ひ
、
后
妃
宮
女
お
ほ
く
は
、
信
仰
の
首

を
か
た
ふ
け
た
ま
は
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
。

(
二
行
空
白
)

人
王
五
十
代
桓
武
天
皇
御
宇
、
延
暦
三
甲
子
年
、
南
京
を
山
城
國
乙
訓
郡

へ
移
さ
せ

た
ま
ふ
時
、
天
智
聖
主
の
御
願
を
追
感
し
た
ま
ひ
て
、
遷
都
の
初
に
、
ま
っ
此
本
尊

を
遷
し
た
て
ま
っ
り
、
天
下
安
全
賓
祚
延
長
を
祈
り
奉
る
へ
し
と
て
、
ひ
と
っ
の
賓

車
を
飾
り
て
、
本
尊
を
乗
せ
た
て
ま
っ
り
、
道
筋
に
は
、
あ
ら
こ
も
を
し
き
、
白
布

を
の
へ
、
勅
使
さ
き
に
立
た
ま

へ
は
、
伶
人
辻
重
久
楽
頭
と
し
て
、
数
た
の
楽
人
を

引
率
し
、
道
す
か
ら
萬
歳
楽
を
奏
し
、
住
待
衆
相
御
車
の
前
後
を
か
こ
み
、
供
奉
し

奉
る
。
大
和

一
國
の
僧
俗
貴
賤
み
ち
の
ち
ま
た
に
充
満
し
て
御
名
残
を
お
し
み
、
跡

を
し
た
ひ
馳
集
り
て
、
我
を
そ
し
と
御
車
の
綱
に
取
付
も
の
も
あ
り
、
す
N
む
に
を

く
る
N
老
弱
も
あ
り
、
聞
を
傅

へ
に
在
々
處
々
の
土
民
ま
て
、
別
を
悲
み
落
涙
袖
を

し
ほ
り
て
を
く
り
た
て
ま
っ
る
有
様
、
讐
は
鐸
尊
御
入
滅
の
時
、
四
輩
の
弟
子
、
諸

大
菩
薩
、
閻
浮
の
諸
王
、
大
臣
、
長
者
、
四
天
王
、
諸
天
子
、
八
部
諸
王
、
山
海
諸

王
に
至
ま
て
、
万
億
恒
沙
の
諸
大
衆
、
拘
[[に那
城
に
集
り
て
、
悲
嘆
あ
り
し
に
異
な

ら
す
。
漸
く
乙
訓
郡
に
近
付
は
、
此
京
の
諸
人
、
霊
佛
営
地
に
遷
り
た
ま
ふ
こ
と
を

隨
喜
し
、
盲
亀
の
浮
木
に
あ
へる
心
地
し
て
、
我
も
く
と
出
迎
ひ
、
信
心
の
頭
を

傾
け
、
供
敬
の
掌
を
合
せ
け
れ
は
、
さ
し
も
に
廣
き
大
路
、
足
の
た
て
と
も
な
か
り

け
り
。
か
く
て
王
城
の
東
北
に
営
て
、
七
堂
伽
藍
を
造
立
し
て
、
こ
と
ゆ

へ
な
く
安

置
し
た
ま

へ
は
、

帝
の
叡
信
な
の
め
な
ら
す
。
都
鄙
の
貴
賤
参
詣
の
あ
ゆ
み
絶
る
事

な
し
。



し
て
、
業
を
う
け
徳
に
帰
す
る
と
も
か
ら
、
其
数
を
し
ら
す
。
か
く
の
こ
と
く
智
徳

兼
備
の
高
僧
な
り
と
い
へ
と
も
、
穎
密
事
理
の
修
行
は
、
利
智
精
進
の
人
の
成
す
と

こ
ろ
、
頑
魯
の
下
機
な
ん
す
れ
そ
能
こ
れ
に
堪
む
や
、
唯
濁
世
末
代
の
目
足
は
、
偏

に
往
生
極
楽
の
教
行
な
り
。
こ
れ
下
凡
誘
引
の
捷
径
な
る
の
み
に
あ
ら
す
。
上
聖
猶

欣
求
し
た
ま
ふ
と
こ
ろ
な
り
。
さ
れ
は
、
在
世
の
普
賢
文
殊
も
、
願
を
お
こ
し
て
西

方
に
生
し
、
滅
後
の
龍
樹
天
親
も
、
偶
を
説
て
浄
土
に
帰
し
た
ま
ふ
。
し
か
の
み
な

ら
す
、
晨
旦
に
は
、
恵
遠
法
師
蓮
社
を
盧
山
の
幽
険
に
む
す
ひ
て
、
西
方
の
浄
業
を

修
し
、
本
朝
に
は
上
宮
太
子
精
舎
を
極
楽
の
東
門
に
擬
し
て
、
無
生
浄
土
の
直
道
を

し
め
し
た
ま
ふ
。
道
俗
貴
賤
た
れ
か
他
力
本
願
に
帰
し
て
、
往
生
を
ね
か
は
さ
ら
ん

や
と
て
、
自
行
化
他
も
っ
は
ら
浄
土
門
の
同
奥
を
専
要
と
し
て
、

一
期
念
佛
其
数
二

十
倶
祗

〈百
億
を

一
倶
砥
と
云
な
り
〉

　

一
乗
善
根
、
事
理
の
功
徳
、
み
な
極
楽
に
廻

向
し
給
ふ
。
爰
を
も
っ
て
常
に
当
寺
の
如
来
を
渇
仰
ま
し
く

て
、
下
山
の
た
ひ
こ

と
に
参
詣
し
た
ま
は
さ
る
こ
と
な
し
。
或
時
人
来
て
僧
都
多
年
供
敬
の
本
尊
拝
し
奉

ん
と
の
そ
み
け
れ
は
、
年
比

一
心
に
頼
奉
る
本
尊
は
誓
願
寺
の
如
来
そ
と
こ
た

へ
給

ひ
ぬ
。
既
に
し
て
、
御
年
五
十
な
り
し
時
、
当
伽
藍

へ
御
参
寵
あ
り
て
、
不
断
念
佛

を
始
め
、
滝
留
し
給
ふ
こ
と
五
十
除
日
、
其
中
間
に
善
財
童
子
五
十
除
の
知
識
に
遇

て
、
佛
道
を
求
め
た
ま
ひ
し
形
相
を
み
っ
か
ら
、
五
十
除
幅
に
斑
圖
し
、
こ
れ
を
内

陣
に
か
け
て
毎
日
称
揚
讃
歎
し
た
ま
ひ
て
、
善
財
童
子
は
、
功
徳
雲
比
丘
の
處
に
し

て
甚
深
の
念
佛
三
昧
を
授
受
せ
り
。
今
我
等
は
当
寺
の
如
来
を
恭
敬
し
て
、
無
上
功

徳
の
弥
陀
三
昧
を
修
す
。
往
生
な
ん
そ
疑
あ
ら
ん
や
と
演
給

へ
は
道
場
の
聴
衆
み
な

随
喜
の
涙
を
も
よ
ほ
し
け
り
。
是
を
名
っ
け
て
善
財
講
と
競
す
。
即

一
巻
の
式
を
あ

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

み
、
此
寺
の
亀
鑑
に
備

へ
た
ま
ふ
。
是
を
誓
願
講
式
と
い
ひ
、
又
は
六
道
講
の
式
、

又
は
二
十
五
三
味
の
式
と
も
名
つ
く
。
自
ホ
已
来
毎
月
三
五
の
日
、
如
来
前
に
し
て
、

此
式
を
と
り
行
ひ
、
段
々
に
弥
陀
の
賓
号
を
唱

へ
て
、
六
道
受
苦
の
衆
生
に
廻
向
す
。

是
す
な
は
ち
僧
都
慈
心
の
勧
化
な
れ
は
、
誰
人
か
仰
信
の
掌
を
合
せ
さ
ら
む
や
。

清
原
の
深
養
父
の
孫
、
肥
後
守
清
原
の
元
輔
か
娘
、
清
少
納
言
は

一
條
院
皇
后
の
侍

女
た
り
。
好
色
を
本
と
し
て
露
命
の
あ

へ
な
き
事
を
お
も
は
す
、
愛
欲
を
心
と
し
て

将
来
の
恐
あ
る
こ
と
を
わ
き
ま

へ
す
、
只
楽
を
春
の
花
に
た
は
ふ
れ
、
思
を
秋
の
月

に
よ
せ
、
花
鳥
の
遊
宴
に
の
み
心
を
つ
く
し
、
栄
を
朝
恩
に
き
は
め
て
、
佛
道
修
行

の
心
さ
し
は
露
斗
も
な
き
人
た
り
し
か
、
或
時
事
の
縁
に
ひ
か
れ
て
常
寺

へ
詣
て
、

如
来
を
拝
し
奉
り
、
悲
喜
交
流
し
、
不
思
議
に
菩
提
心
を
発
し
て
、
終
に
如
来
前
に

し
て
、
緑
髪
を
落
し
、
比
丘
尼
と
な
り
、
御
堂
の
傍
に
症
室
を
結
び
、
佛
事
を
営
む

外
敢
て
他
事
な
く
、
御
堂

へ
ま
い
る
外
更
に
他
行
せ
す
。
常
修
念
佛
の
行
者
と
な
り

待
り
ぬ
。
或
時
宮
中
よ
り
め
す
こ
と
あ
り
け
れ
は
、
御
返
事
と
お
ほ
し
く
て
則

一
首

を
奉
る
。
其
寄
に

求
め
て
も
か
卜
る
蓮
の
露
お
き
て

う
き
世
に
ま
た
は
か

へ
る
も
の
か
は

か
や
う
に
つ
ら
ね
て
大
内

へ
ふ
た
卜
ひ
か

へ
ら
す
。
念
佛
日
つ
も
り
、
道
心
年
ふ
か

ふ
し
て
、
臨
終
の
刻
、
な
を
高
弊
に
念
佛
し
、
奇
瑞
を
の
つ
か
ら
至
り
終
に
此
寺
に

て
往
生
の
素
懐
を
遂
侍
る
。
こ
れ
発
心
は
時
を
得
て
熟
す
と
云
な
か
ら
、
時
又
佛
の

加
祐
な
れ
は
あ
り
か
た
か
り
し
霊
験
な
り
。

八
五



八
六

て終
に
むな
し
くな
り
ぬれ
は、母
の式
部
っらく
浮
世
の常
な
き
事
を
思
ひ
っゝ

け
侍
る
に
、
老
少
不
定
は
閻
浮
の
な
ら
ひ
、
愛
別
離
苦
は
人
趣
の
こ
と
は
り
、
風
葉

の
た
も
ち
か
た
き
身
、
い
っ
れ
の
人
か
の
か
る
へ
き
。
今
日
は
小
式
部
を
送
し
も
、

明
日
は
我
身
に
せ
ま
り
な
ん
。
か
く
は
か
な
き
夢
幻
の
世
に
心
を
と
N
む

へ
き
も
あ

た
成

へ
し
と
、
朝
市
の
栄
花
念
々
に
い
と
ひ
、捨
子
を
さ
き
た
て
じ
を
善
知
識
と
こ
ゝ

ろ
え
、
菩
提
の
み
ち
に
趣
き
、
い
か
な
る
智
者
聖
人
に
も
あ
ひ
奉
り
、
出
離
の
要
法

を
尋
求
ん
と
念
願
せ
る
折
ふ
し
、
播
州
書
写
山
に
ま
し
ま
す
性
空
上
人
は
、
法
華
修

行
の
名
徳
、
六
根
浄
の
貴
僧
な
り
と
っ
た

へ
き
N
、
い
そ
き
ま
み
へ
奉
り
て
妙
な
る

御
法
を
う
け
、
す
N
し
き
道
に
お
も
む
か
ん
と
て
、
終
に
我
と
ひ
と
し
く
佛
道
に
心

さ
せ
し
宮
女
八
人
を
と
も
な
ひ
、
夜
半
に
宮
中
を
し
の
ひ
い
て
、
菩
提
心
を
さ
き
と

し
て
、
齢
三
十
五
の
秋
、
書
写
山

へ
お
も
む
き
け
る
。
九
重
の
内
を
た
ち
出
て
、
穐

も
な
か
は
の
事
な
る
に
四
方
の
山
々
さ
ひ
し
く
て
、
あ
は
れ
も
よ
ほ
す
虫
の
音
も
、

わ
れ
を
と
ふ
か
と
思
ひ
、
草
露
け
き
そ
て
の
い
と
N
し
く
か
は
く
間
も
な
き
た
ひ
衣
、

日
も
か
さ
な
れ
は
、
程
も
な
く
書
写
山

へ
っ
き
待
り
ぬ
。

性
空
上
人
は
多
年
法
華
修
行
の
功
つ
も
り
、
六
根
清
を
得
給
ひ
し
故
に
、
か
の
宮
女

都
よ
り
尋
来
る

へ
き
事
、
か
ね
て
よ
り
し
ろ
し
め
さ
れ
て
、
猶
も
機
縁
を
観
せ
ん
か

た
め
に
諸
弟
子
達
に
告
た
ま
ひ
け
る
は
、
明
日
の
暮
か
た
に
鬼
神
八
人
我
を
尋
て
き

た
り
な
は
、
佛
法
弘
通
の
た
め
に
鎮
西
の
か
た

へ
お
も
む
き
ぬ
る
よ
し
を
答
ふ

へ
し

と
て
持
佛
堂
に
引
寵
り
た
ま

へ
は
、
諸
弟
子
聞
て
驚
愕
し
、
上
人
た
に
恐
ま
し
ま
す

鬼
神
等
に
、
い
か
て
わ
れ
く

面
を
む
か
ふ
へき
、
と
や
せ
ん
か
く
や
せ
ま
し
と
騒

し
か
は
、
上
人
か
さ
ね
て
の
給
ひ
け
る
は
、
我
室
内
に
あ
る
う

へ
は
さ
の
み
お
そ
れ

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

【巻
三
】

六
十
六
代

一
條
院
の
皇
后
、
上
東
門
院
の
侍
女
に
和
泉
式
部
と
い
ひ
し
は
、
越
前
守

雅
致
か
む
す
め
、
和
泉
守
橘
道
貞
か
妻
女
な
り
。
故
に
夫
の
名
に
よ
せ
和
泉
式
部
と

は
申
せ
し
な
り
。
も
と
よ
り
敷
島
の
道
に
長
し
、
好
色
世
に
す
く
れ
愛
執
い
と
ふ
か

く
し
て
曙
晩
人
の
心
を
の
み
と
ろ
か
し
花
の
春
の
あ
し
た
月
の
秋
の
ゆ
ふ

へ
、
お
り

く

の
思
を
の
へ
て
光
陰
を
ゝ
く
り
し
か
、
い
っ
し
か
花
の
姿
も
さ
か
り
す
き
、
齢

三
十
節
り
い
っ
と
せ
に
を
よ
ふ
ま
て
。
後
世
菩
提
の
事
は
夢
に
た
も
し
ら
さ
る
所
に
、

最
愛
の
息
女
小
式
部
の
内
待
、
か
ろ
か
ら
ぬ
病
を
う
け
ぬ
れ
は
、
是
を
な
け
き
佛
神

に
延
命
を
祈
り
し
か
と
も
、
そ
の
か
ひ
更
に
な
く
し
て
、
既
に
命
脈
お
と
ろ
へ
て
今

を
か
き
り
と
お
ほ
し
き
と
き
、
小
式
部
母
の
手
を
と
り
涙
を
な
か
し
、
別
を
か
な
し

む
風
情
に
て
、

一
首
を
詠
し
け
り

い
か
に
せ
む
行

へ
き
か
た
も
お
も
ほ
え
ず

親
に
さ
き
た
っ
道
を
し
ら
ね
は

か
ら
う
し
て
口
す
さ
み
け
れ
は
、
さ
ら
ぬ
た
に
人
の
親
の
こ
N
ろ
は
闇
に
あ
ら
ね
と

も
、
子
を
思
ふ
道
に
ま
よ
ふ
な
ら
ひ
、
老
牛
の
憤
を
鼠
り
、
断
猿
の
子
を
呼
ぶ
に
こ

と
な
ら
さ
るた
め
しな
る
に、ま
し
てあ
いく
しき
一ふ
し
に
む
ね
打
さ
はき
っN

せ
き
あ

へ
ぬ
涙
な
か
ら
に
和
泉
式
部

小
足
に
て
た
と
り
行
ら
ん
四
手
の
山

道
し
ら
ぬ
と
て
か

へ
り
こ
よ
か
し

か
や
う
に
っ
ら
ね
し
こ
N
ろ
の
う
ち
、
思
ひ
や
ら
れ
て
哀
な
り
。
実
も
別
を
と
む
る

し
か
ら
み
な
き
世
の
な
ら
ひ
、
あ
は
れ
は
か
な
く
も
、
小
式
部
の
内
侍
十
四
歳
に
し



は
な
き
事
そ
と
、
し
め
し
し
つ
め
給
ひ
け
れ
は
、
い
ぶ
か
し
な
か
ら
師
命
に
そ
し
た

か
ひ
け
る
。
さ
て
和
泉
式
部
は
容
顔
美
麗
の
玉
貌
、
楊
柳
の
糸
た
を
や
か
な
る
有
さ

ま
も
道
の
澄
の
露
霜
に
う
ち
し
ほ
れ
、
み
る
め
あ
や
な
き
風
情
に
て
、
上
人
の
庵
室

に
た
つ
ね
よ
り
、
も
の
申
さ
む
と
い
ひ
な
か
ら
柴
の
戸
ほ
そ
を
た
N
き
け
り
。
も
と

よ
り
上
人
仰
を
か
れ
し
こ
と
な
れ
は
、
諸
弟
子

一
所
に
あ
つ
ま
り
て
、
か
の
女
房
を

つ
く
く
見
て
、
か
く
人
倫
遠
き
深
山
に
か
y
る
女
性
の
わ
け
人
へき
に
あ
ら
さ
れ

は
、
け
に
も
鬼
神
の
変
化
そ
と
こ
N
ろ
え
、
上
人
は
筑
紫
の
か
た

へ
ゆ
き
給
ふ
な
り
、

い
そ
き
下
向
有

へ
し
と
て
、
愛
な
く
門
戸
を
か
た
く
と
ち
内

へ
は
さ
ら
に
い
れ
さ
り

き
。

時
に
和
泉
式
部
伽
耶
山
の
月
俄
に
か
た
ふ
き
雙
林
の
花
た
ち
ま
ち
し
ほ
む
心
地
し
て

女
房
達
と
諸
共
に
し
は
ら
く
門
外
に
た
卜
す
み
し
か
、
日
す
て
に
西
の
山
の
端
に
か

く
れ
人
あ
ひ
の
か
ね
脈
く
に
諸
行
無
常
の
ひ
卜
き
を
な
し
峯
の
あ
ら
し
は
実
も
い

ま
飛
花
落
葉
を
し
め
し
つ
y
、
鹿
の
な
く
音
も
す
さ
ま
し
く
垣
根
の
む
し
の
か
な
し

む
脈
、
こ
ゝ
ろ
も
す
め
る
お
り
ふ
し
に
、
深
々
た
る
庵
室
の
内
に
寂
莫
無
人
脈
讃
誦

此
経
典
の
妙
な
る
御
脈
き
こ
え
け
れ
は
、
ま
た
立
よ
り
て
門
を
た
ゝ
け
と
も
、
更
に

こ
た
ふ
る
人
な
け
れ
は
力
を
よ
は
す
た
ち
か

へ
り
、
露
に
袖
を
そ
ほ
ち
つ
y
松
の
ひ

ま
も
る
月
影
の
ほ
の
く
見
え
し
を
打
な
か
め
、
一首
を
こ
そ
は
詠
し
け
れ

冥
よ
り
冥
道
に
そ
人
ぬ

へ
き

は
る
か
に
照
せ
山
の
端
の
月

と
な
む
打
誦
し
て
、
せ
む
か
た
な
さ
の
あ
ま
り
に
、
く
と
き
申
さ
れ
し
は
、
上
人
に

あ
ひ
た
て
ま
つ
り
後
世
の
事
を
た
つ
ね
ま
い
ら
せ
、
浮
世
の
や
み
を
は
れ
な
む
と
。

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

数
十
里
程
を
遠
し
と
せ
す
、
是
ま
て
た
と
り
参
り
し
に
、
ぴ
な
し
く
帰
む
事
の
あ
さ

ま
し
さ
に
、
去
は
、
女
人
は
五
障
三
従
の
罪
ふ
か
く
し
て
諸
佛
菩
薩
に
も
き
ら
は
れ
、

八
万
の
教
益
に
も
漏
た
り
と
聞
時
は
、
只
今
上
人
の
他
行
な
り
た
る
も
罪
深
き
女
人

の
来
り
し
故
な
ら
む
と
涙
に
む
せ
ひ
た
N
す
み
け
れ
は
、
上
人
も
の
こ
し
を

へ
た
て

こ
れ
を
き
N
た
ま
ひ
て
、
か
れ
か

一
詠
の
趣
は
既
に
佛
道
を
求
る
こ
S
ろ
さ
し
あ
さ

か
ら
す
、
我
震
度
衆
生
の
誓
ひ
を
お
こ
し
な
か
ら
彼
を
漏
さ
ん
事
も
本
意
な
ら
す
と

て
、
終
に
門
を
ひ
ら
か
せ
て
式
部
に
對
面
ま
し
く
け
る
。

式
部
、
上
人
に
對
面
し
優
曇
花
の
花
ま
ち
得
た
る
心
地
し
て
帰
命
頂
鐙
無
上
尊
と
唱

へ
、
三
度
礼
拝
な
し
奉
り
申
け
る
は
、
抑
自
は

一
條
院
の
皇
后
宮
上
東
門
院
の
宮
女
、

越
前
守
雅
致
か
む
す
め
和
泉
式
部
に
て
さ
ふ
ら
ふ
な
り
。
は
つ
か
し
な
か
ら
か
メ
る

よ
は
ひ
に
及
ふ
ま
て
、
た
X
い
た
つ
ら
に
光
陰
を
N
く
り
て
、
い
ま
た
佛
道
修
行
の

心
さ
し
な
か
り
し
所
に
、
近
き
比
寵
愛
の
む
す
め
小
式
部
の
内
待
に
を
く
れ
是
を
菩

提
の
縁
と
し
て
浮
世
の
ち
り
を
い
と
ひ
、
上
人
の
教
化
を
う
け
未
来
永
劫
を
す
く
は

れ
ま
い
ら
せ
む
と
の
そ
み
て
、
九
重
の
都
を
は
る
く

こ
れ
ま
て
来
り
侍
る
な
り
。

お
な
し
女
人
と
い
ひ
な
か
ら
、
み
つ
か
ら
は
わ
き
て
罪
障
ふ
か
く
お
ほ
え
た
り
。
願

は
上
人
慈
悲
加
祐
ま
し
く

て
五
の
障
三
の
罪
輪
廻
妄
執
の
雲
霧
を
一時
に
は
ら
ひ

き
よ
め
つ
~

快
楽
不
退
の
9　
國
に
往
生
す

へ
き
正
法
を
、
我
に
し
め
し
た
ま

へ
と

て
五
鉢
を
地
に
な
け
懺
悔
申
侍
れ
は
、
上
人
つ
く
く
と
聞
た
ま
ひ
、
お
も
ひ
い
れ

た
る
心
さ
し
に
感
激
し
、
墨
染
の
袖
を
し
ほ
り
た
ま
ひ
て
、
し
は
し
は
示
し
も
な
か

り
し
か
、
や
N
あ
り
て
の
た
ま
ひ
け
る
は
、
け
に
三
界
は
夢
幻
の
こ
と
く
、
六
趣
は

さ
り
ぬ

へ
き
所
な
り
。
た
ま
さ
か
に
人
身
を
得
て
値
か
た
き
佛
法
に
あ
ひ
な
か
ら
。

八
七



八
八

の
霊
山
會
上
に
て
、

一
切
衆
生
喜
見
如
来
と
記
別
を
蒙
り
、
八
歳
の
龍
女
、
文
珠
の

教
化
に
よ
り
て
、
南
方
無
垢
世
界
に
成
道
な
り
ぬ
る
心
地
し
て
、
感
涙
袖
に
せ
き
あ

へ
す
、
い
そ
き
常
寺

へ
詣
て
け
り
。

(
一
行
空
白
)

か
く
て
式
部
、
当
寺

へ
ま
い
り
、
四
十
八
日
の
間
、
龍
り
居
て
、
無
二
の
丹
誠
を
こ

ら
し
て
、
二
六
時
中
専
心
に
念
仏
し
、
偏
に
往
生
の
要
法
を
祈
し
か
は
、
或
夜
の
深

更
に
、
人
の
声
も
し
つ
ま
り
、
燈
の
影
か
す
か
な
る
折
節
、
式
部
し
は
ら
く
ま
と
ろ

み
け
る
に
、
霊
壇
よ
り
忽
七
旬
除
の
老
尼
く
た
ら
せ
給
ひ
、
式
部
か
そ
は
近
く
立
よ

り
、
の
た
ま
ひ
け
る
は
、
汝
我
を
頼
む
心
さ
し
真
実
な
り
。
往
生
の
事
は
超
世
の
願

に
ま
か
す

へ
し
。
夫
往
生
極
楽
の
教
行
は
、
必
し
も
心
を
こ
ら
し
、
身
を
せ
め
て
ね

か
ふ
に
も
あ
ら
す
。
た
す
け
給

へ
と
思
ふ
信
心
堅
固
に
し
て
、
南
無
阿
弥
陀
佛
と
称

れ
は
、
接
取
の
光
益
に
あ
つ
か
り
て
、
無
明
の
迷
闇
を
照
す
な
り
。
殊
に
女
人
の
往

生
は
、
三
十
五
の
本
願
に
あ
ら
は
れ
た
り
。
彼
章
提
希
夫
人
ま
の
あ
た
り
に
来
迎
を

拝
し
て
、
け
か
ら
は
し
き
女
質
を
あ
ら
た
め
す
、
其
ま
N
無
生
を
澄
せ
る
も
、
本
願

不
可
思
議
の
利
益
也
。
是
章
提

一
人
の
得
益
と
心
得

へ
か
ら
す
。
願
文
分
明
に
設
我

得
佛
十
方
無
量
不
可
思
議
諸
佛
世
界
其
有
女
人
聞
我
名
字
歓
喜
信
楽
曼
菩
提
心
厭
悪

女
身
壽
終
之
後
復
為
女
像
者
不
取
正
髭
と
登
誓
す
。
末
世
の
女
人
も
、
わ
か
本
願
を

た
の
み
て
一
心
に
念
仏
せ
は
、
夫
人
の
得
益
に
同
し
く
し
て
、
決
定
往
生
疑
ひ
な
し
。

相
構
て
余
願
余
行
を
さ
し
を
き
て
、
唯

一
向
に
称
念
す

へ
し
と
し
め
し
給
ふ
。
式
部

夢
と
も
更
に
お
も
ほ
え
す
。
歓
喜
の
涙
な
か
ら
に
有
難
し
と
申
、
合
掌
礼
拝
し
奉
れ

は
、
老
尼

一
首
を
そ
あ
そ
は
し
け
る
。

同
朋
大
学
佛
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一
生
を
む
な
し
く
を
く
り
待
ら
は
、
い
つ
か
は
生
死
を
離
る

へ
き
。
其
信
心
を
退
侍

せ
す
、
は
や
く
佛
道
修
行
を
励
み
な
は
、
速
に
生
死
を
離
む
事
、
疑
な
し
。
さ
り
な

か
ら
、
佛
教
多
門
に
し
て
八
萬
四
千
あ
り
、
是
皆
機
縁
不
同
な
る
に
し
た
か
ひ
、
機
々

相
恩
に
利
益
を
蒙
ら
し
め
ん
か
た
め
な
り
。
然
る
に
今
汝
か
問
ひ
っ
る
所
は
、
往
生

極
楽
の

一
門
な
り
。
我
も
多
年
西
方
の
行
業
を
兼
修
す
と
い
へ
と
も
。
本
意
と
す
る

所
は
、

一
賞
の
観
解
な
れ
は
、
弥
陀
教
の
利
物
は
い
ま
た
自
も
分
明
な
ら
す
。
爰
に

帝
都
の
南
、
八
幡
山
に
示
現
ま
し
ま
す
大
菩
薩
は
本
地
則
極
楽
の
弥
陀
尊
な
り
。
結

縁
無
窮
の
た
め
に
、
和
光
の
ち
り
に
ま
し
は
り
給

へ
は
、
彼
社
に
詣
て
、

一
心
に
神

慮
を
祈

へ
し
。
誠
の
心
を
お
こ
し
な
は
、
必
感
恩
あ
る

へ
し
と
て
、
別
の
し
め
し
は

な
か
り
け
り
。

(
一
行
空
白
)

式
部
、
上
人
の
を
し
へ
に
ま
か
せ
、
彼
山
に
参
り
、
大
菩
薩
の
御
賓
前
に
七
日
七
夜

通
夜
申
、
丹
誠
を
抽
て
往
生
の
要
路
を
い
の
り
け
る
。
比
は
八
月
半
な
る
に
、
皓
々

た
る
月
の
影
、
渕
々
た
る
暁
の
か
ね
、
夜
も
明
か
た
と
覚
し
き
時
、
八
旬
計
の
老
僧
、

忽
賓
殿
よ
り
出
現
あ
り
て
、
告
た
ま
ひ
け
る
は
、
帝
都
誓
願
寺
の
本
尊
は
、
慈
悲
万

行
の
菩
薩
、
春
日
大
明
神
の
真
作
、
西
方
浄
土
生
身
の
如
来
な
り
。
超
世
の
大
願
に

酬
て
、
衆
生
を
本
国
に
導
か
む
と
、
仮
に
彼
寺
に
あ
ら
は
れ
ま
し
く

て
、
毎
日
一

度
は
、
必
西
方
浄
土
に
か
よ
ひ
て
、
来
迎
引
接
し
た
ま

へ
は
、
此
本
尊
に
帰
依
し
て

疆
拝
称
名
畢
命
を
期
と
す

へ
し
。
妄
想
顛
倒
の
男
女
ま
て
も
、
誓
ひ
の
中
に
人
ぬ
れ

は
、
いか
てか
接
取
に
漏
る
へき
ゃ
と
くく
、
参
詣
て
っ~
往
生
極
楽
の直
路

を
祈
り
奉
る

へ
し
と
て
、
か
き
け
す
や
う
に
う
せ
給
ひ
ぬ
。
時
に
式
部
は
彼
愛
道
尼



阿
弥
陀
佛
と
い
ふ
よ
り
外
は
津
国
の

な
に
は
の
こ
と
も
あ
し
か
り
ぬ

へ
し

唯
此
毎
を
心
肝
に
治
め
、
偏
に
我
を
頼
み
な
は
、
来
迎
摂
取
は
称
名
の
声
に
し
た
か

ふ

へ
し
。
努
々
露
は
か
り
も
疑
心
な
く
、
名
号
を
専
念
し
て
聖
衆
の
迎
摂
を
待

へ
き

と
の
御
告
に
ゆ
め
さ
め
ぬ
。
〈建
久
の
比
と
か
や
、
選
揮
集
所
製
の
後
、
法
然
上
人
当

寺
へ参
寵
ま
し
く

て
、
和
泉
式
部
此
毎
に
感
悟
せ
し
こ
と
を
聞
召
て
、
我
所
製
の

一
巻
本
尊
の
御
詠
冊
に
符
合
せ
り
と
て
、
殊
に
感
吟
し
給
ふ
と
な
ん
〉
其
時
式
部
、

是
偏
に
弥
陀
如
来
の
御
示
現
な
り
と
て
、
い
と
有
難
く
思
ひ
弥
摂
取
不
捨
の
誓
を
仰

き
奉
り
、
鳳
閥
夙
夜
の
い
に
し

へ
は
、
鸞
鏡
に
む
か
ひ
紅
顔
翠
黛
の
お
も
て
を
い
ろ

と
り
、
緑
髪
を
か
き
な
て
、
容
貌
を
か
ひ
つ
く
ろ
ひ
、
衣
裳
綺
羅
を
か
さ
り
て
、
さ

も
ゆ
ふ
な
る
女
性
な
り
し
か
と
も
、
忽
に
浮
世
の
ち
り
を
は
ら
ひ
す
て
、
な
か
き
輪

廻
の
き
つ
な
を
き
り
、
菩
提
の
道
に
趣
き
、
持
戒
清
浄
の
尼
と
な
り
、
法
名
を
専
意

と
号
し
、
身
に
は
墨
染
の
衣
を
ま
と
ひ
、
手
に
は
百
八
の
念
珠
を
と
り
、
し
き
み
の

花
闘
伽
の
水
、
三
業
清
浄
に
六
時
を
つ
と
め
、
此
寺
の
傍
に
柴
の
庵
を
む
す
ひ
て
住

け
る
か
、
爰
に
小
御
堂
の
一
室
と
申
て
、
御
堂
の
関
白
道
長
公
御
建
立
な
り
し

一
宇

あ
り
。
是
を
式
部
に
た
ま
は
る
ゆ
へ
、
則
寺
内
に
引
む
す
ひ
常
に
此
字
、
「宇
」
ヵ
)

に
能
り
居
て
、
朝
な
夕
な
本
尊

へ
詣
し
、
外
は
更
に
室
を
出
さ
り
け
り
。
か
く
て
多

年
称
名
の
功
つ
も
り
、
終
焉
時
至
り
け
れ
は
、
紫
雲
軒
に
た
な
引
、
音
楽
天
に
聞
え
、

瑞
香
四
方
に
薫
し
、
聖
衆
の
来
迎
に
あ
つ
か
り
、
西
刹
に
む
か
ひ
端
座
合
掌
し
、
念

佛
の
こ
ゑ
た
え
す
、
人
王
六
十
七
代
三
条
院
御
宇
、
長
和
三
甲
寅
年
三
月
廿

一
日
に

往
生
の
本
意
を
そ
遂
に
け
る
。

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

【巻
四
】

六
十
六
代

一
條
院
の
御
宇
。
西
國
に

一
人
の
剛
夫
あ
り

〈俗
名
を
失
す
〉
。
常
に
五
百

除
人
の
悪
賊
を
と
も
な
ひ
、
海
上
に
望
て
は
客
訟
を
う
か
N
ひ
、
商
人
の
財
宜
を
押

領
し
、
山
里
に
い
た
り
て
は
、
往
来
の
旅
人
を
か
す
め
、
金
銀
を
奪
ひ
、
山
賊
海
賊

の
し
わ
さ
実
に
古
の
周
処
と
も
い
ひ
つ
へ
し
。
国
民
是
を
聞
て
案
堵
の
お
も
ひ
な
く
、

騨
路
の
往
来
も
絶
々
に
成
と
か
や
。
或
時
彼
剛
夫
財
賓
を
か
す
め
と
ら
む
た
め
に
、

此
花
洛
に
上
り
、
常
伽
藍
に
や
す
ら
ひ
け
る
か
、
も
と
よ
り

一
念
真
賓
の
善
心
な
け

れ
は
、
本
尊
を
拝
す

へ
き
心
も
つ
か
す
、
何
と
な
く
堂
内
に
い
り
て
、
本
尊
を
見
奉

る
に
、
身
の
毛
も
よ
た
ち
て
、
を
の
つ
か
ら
信
心
駿
起
し
、
先
非
を
あ
ら
た
め
、
千

侮
臍
を
か
む
て
、
な
か
く
悪
業
を
や
め
、
専
心
念
佛
の
行
者
と
な
り
侍
り
ぬ
。
か
く

て
此
志
を
妻
子
に
告
し
ら
せ
む
と
て
、
本
國
に
帰
ら
む
と
せ
し
か
、
本
尊
に
わ
か
れ

た
て
ま
つ
る
こ
と
を
な
け
き
、
則
か
ね
を
も
て
、

一
寸
八
分
に
尊
容
を
寫
し
奉
り
、

常
に
身
に
し
た
か

へ
て
恭
敬
せ
り
。
然
る
處
に
。
彼
徒
窯
、
或
日
他
の
た
め
に
と
ら

は
れ
、
眸
問
難
義
に
を
よ
ひ
、
彼
剛
夫
盗
賊
の
張
本
た
る
よ
し
訴

へ
し
か
は
、

一
條

院
追
討
の
宣
旨
を
、
藤
原
保
昌
に
た
ま
は
る
。
保
昌
勇
士
を
引
率
し
、
い
そ
き
馳
下

て
、
難
な
く
搦
捕
て
、
洛
中
を
ひ
き
わ
た
し
、
寛
弘
五
戊
申
年
七
条
河
原
に
引
出
し
、

誄
伐
せ
ん
と
す
る
に
、
忽
太
刀
二
つ
に
お
れ
、
其
身
つ
N
か
な
か
り
し
か
は
、
諸
人

あ
や
し
み
、
事
の
よ
し
を
問
待
る
に
、
彼
剛
夫
答
て
い
は
く
、
我
悪
心
を
翻
て
後
、

ふ
か
く
誓
願
寺
の
弥
陀
如
来
を
信
仰
し
奉
る
に
よ
り
て
、
か
ね
を
も
て
彼
佛
像
を

一

寸
八
分
に
鋳
た
て
ま
つ
り
て
、
常
に
身
を
は
な
た
す
、

一
心
に
念
佛
す
。
此
外
更
に

別
の
子
細
さ
ふ
ら
は
す
。
若
か
や
う
の
擁
護
に
て
も
や
あ
る
ら
む
と
語
り
け
れ
は
。

八
九
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警
固
の
人
く

不
思
議
の
お
も
ひ
を
な
し
、
取
出
し
て
見
る
に
果
し
て
た
か
ふ
と
こ

ろ
な
か
り
け
り
。
見
聞
の
細
素
各
奇
異
の
思
ひ
を
な
せ
り
。
時
に
保
昌
件
の
趣
を
も

て
、
委
く
奏
聞
有
け
れ
は
。
主
上
叡
聞
ま
し
く

て
、
先
に
悪
心
を
翻
す
と
い
ひ
、

剰
不
思
議
の
感
慮
に
あ
つ
か
る
な
れ
は
、
誄
伐
す

へ
き
者
に
あ
ら
す
と
て
、
死
罪

一

等
を
赦
冤
し
た
ま
ひ
ぬ
。

(二
行
空
白
)

か
く
て
彼
剛
夫
不
思
議
の
感
悉
に
預
り
し
か
は
、
い
よ
く
信
心
を
ま
し
、
常
寺
に

き
て
祝
髪
染
衣
し
て
、
常
慶
と
号
し
、
永
く
絹
錦
を
捨
て
、
五
穀
を
た
ち
身
命
を
木

食
単
衣
に
支

へ
、
料
薮
行
脚
を
こ
と
ゝ
し
、
苦
行
歳
を
積
、
万
民
を
す
ゝ
め
て
、
営

寺
の
鐘
を
造
立
せ
り
。
其
旨
趣
、
具
に
銘
の
文
に
見
え
た
り
。
し
か
の
み
な
ら
す
、

我
か
旧
悪
を
お
も
ひ
出
し
、
悪
心
貧
よ
り
登
れ
は
と
て
、
衆
生
の
貧
苦
を
救
は
ん
か

た
め
に
、
則
多
門
天
の
一
像
を
き
さ
み
、

一
度
斧
を
め
く
ら
し
て
は
三
度
礼
拝
し
。

一
切
衆
生
滞
足
諸
願
と
唱

へ
、
三
年
の
星
霜
を
つ
ん
て
ぃ
と
な
み
け
れ
は
、
終
に
功

を

へ
像
な
り
て
御
堂
の
外
陣
に
安
置
せ
り
。

(二
行
空
白
)

一
條
院
の
御
宇
に
常
て
、
大
織
冠
鎌
足
公
十
二
世
の
孫
、
御
堂
の
関
白
藤
原
道
長
公

の
御
息
女
上
東
門
院
、‘
先
孝
道
長
公
の
御
為
に
、
手
つ
か
ら
み
つ
か
ら
浄
土
三
部
経

を
書
写
あ
そ
は
し
、
営
寺
に
御
参
観
あ
り
て
、

一
七
日
精
進
加
行
し
、
讃
誦
称
名
を

こ
た
ら
せ
た
ま
は
ナ
、
猶
も
仰
願
し
た
ま
ふ
は
、
弥
陀
慈
尊
厳
父
の
生
所
を
我
為
に

告
知
せ
た
ま
へと
、
一心
に
祈
誓
ま
し
く
け
る
に
、
結
願
の
暁
更
に
至
り
て
、
ま

と
ろ
み
給
ふ
御
夢
の
中
に
、
竪
烏
帽
子
浄
衣
の
装
束
を
着
し
た
る

一
の
男
子
、
立
文

九
〇

を
捧
来
れ
り
。
御
夢
こ
N
ろ
に
其
来
所
を
尋
給

へ
は
、
我
こ
そ
誓
願
寺
如
来
の
使
者

な
り
と
い
へ
り
。
急
き
ひ
ら
き
見
給
ひ
け
る
に
、
文
字
う
る
は
し
く
し
て
、
禅
定
厳

閤
は
下
品
下
生
に
ま
し
ま
す
な
り
と
云
云
。
い
か
な
れ
は
か
ゝ
る
下
品
に
は
ゐ
ま
す

そ
と
問
た
ま
ふ
に
、
使
者
答
て
ぃ
は
く
、
先
公
の
御
在
世
に
往
生
浄
土
の
願
心
堅
固

に
お
は
し
な
は
、
左
右
な
く
上
品
上
生
な
る
へき
を
、
志
願
儒
弱
に
ま
し
く
し
か

は
、
か
く
下
品
に
は
入
給

へ
り
。
是
も
な
を
佛
願
威
神
力
の
故
に
こ
そ
と
い
ひ
し
に
、

御
夢
さ
め
、
悲
嘆
の
御
涙
を
も
よ
ほ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
い
よ
く
御
追
善
御
心
に
そ

め
、
四
部
の
衆
を
あ
つ
め
、
供
養
囃
穏
ま
め
や
か
に
し
て
、
上
品
往
生
を
祈
り
給

へ
り
。

(
一
行
空
白
)

沙
門
圓
能
は
、
大
和
國
添
上
郡
伏
見
の
郷
の
人
な
り
。
十
八
歳
に
し
て
信
貴
山
に
の

ほ
り
、
讃
書
日
を
か
さ
ね
、
学
問
年
を
つ
み
侍
れ
と
も
、
其
功
な
く
し
て
常
に
弥
陀

を
信
し
西
方
の
浄
業
を
修
せ
り
。
然
に
弘
文
院
丈
六
の
薬
師
如
来
、
霊
験
あ
ら
た
な

る
事
を
聞
て
、

一
百
日
を
限
て
参
詣
し
毎
日
三
千
礼
を
な
し
て
誓
て
ぃ
は
く
、
我
願

は
現
在
に
薬
師
弥
陀
の
真
身
を
拝
し
奉
ら
ん
と
云
々
。
既
に
し
て
第
九
十
六
日
に
い

た
り
彼
寺
に
お
も
む
く
。
路
頭
の
礦
野
に
を
ひ
て
、
薬
師
の
真
身
虚
空
に
偏
満
し
、

及
弥
陀
の
真
身
菩
薩
聖
衆
、
同
時
に
現
し
給
ふ
を
拝
し
身
心
歓
喜
し
其
後
は
跡
を
常

寺
に
し
め
、
二
六
時
中
本
尊
を
恭
敬
し
破
拝
称
名
を
こ
た
る
事
な
か
り
き
。
か
く
て

三
年
を
経
て
行
年
五
十
七
歳
、
久
安
三
年
三
月
晦
日
、
俄
然
と
し
て
死
せ
り
、
衆
こ

そ
り
て
こ
れ
を
み
る
に
、
心
胸
の
暖
気
い
ま
た
さ
ら
さ
り
け
れ
は
、
葬
る
事
あ
た
は

す
。
二
七
日
を
過
て
、
形
骸
を
野
中
に
を
く
り
ぬ
。
し
か
れ
と
も
鳥
獣
ち
か
つ
き
け

か
さ
す
、
形
骸
や
ふ
る
N
事
な
し
。
見
聞
の
諸
人
あ
や
し
み
を
な
す
と
こ
ろ
に
、
同



年
五
月
八
日
の
巳
の
刻
に
忽
然
と
し
て
蘇
生
せ
り
。
初
は
言
語
詳
か
な
ら
さ
り
け
る

か
、
三
年
を
す
き
て
後
、
衆
に
向
て
語
て
い
は
く
、
我
先
年
冥
途
に
お
も
む
く
に
、

六
人
の
僧
我
を
喚
て
空
に
み
ち
ひ
け
り
、
我
し
た
か
つ
て
ゆ
き
な
か
ら
、
是
は
い
つ

れ
の
所
に
さ
り
給
ふ
や
と
問
に
、
比
丘
答
て
い
は
く
、
閻
魔
王
宮
に
む
か
ひ
さ
る
な

り
と
。
我
い
は
く
、
ひ
さ
し
く
浄
業
を
修
し
て
、
西
方
に
生
せ
ん
と
願
ひ
ぬ
。
今
な

む
す
れ
そ
閻
王
所

へ
ゆ
か
ん
や
と
謂
て
辞
し
去
ん
と
す
。
比
丘
の
た
ま
は
く
、
汝
ま

つ
閻
王
所
に
ゆ
き
て
有
情
の
業
苦
を
見
る
へ
し
。
次
に
極
楽

へ
引
導
せ
ん
と
、
し
か

も
我
猶
う
け
か
は
さ
り
し
所
に
、
比
丘
か
さ
ね
て
の
給
は
く
、
し
か
ら
は
先
浄
土
を

お
か
ま
せ
ん
と
て
、
み
ち
ひ
き
給
ふ
と
思
ふ
に
、
須
央
に
極
楽
の
東
門
に
い
た
り
ぬ
。

さ
て
門
内
に
す
y
み
、
諸
の
宮
殿
を
見
奉
る
に
、

一
一
の
宮
殿
み
な
七
宜
を
も
ち
て

厳
飾
し
衆
光
彩
を
我
し
て
水
上
に
あ
り
。
我
不
思
議
の
思
ひ
を
な
し
、
こ
れ
天
人
の

所
焉
か
佛
力
自
在
か
、
未
曾
有
な
り
と
嘆
す
。
比
丘
の
た
ま
は
く
、
是
瑠
璃
地
に
し

て
水
に
あ
ら
す
と
、
我
則
手
を
も
ち
て
地
を
摸
に
、
果
し
て
堅
く
手
す
こ
し
も
ぬ
れ

す
。
時
に
我
五
比
丘
に
申
さ
く
、
弥
陀
如
来
の
ま
し
ま
す
宮
殿
は
い
つ
れ
そ
や
と
。

ひ
と
り
の
比
丘
の
た
ま
は
く
、
我
ま
つ
ゆ
き
て
こ
卜
ろ
み
ん
と
て
、
宮
殿
に
い
り
帰

り
来
り
、
五
比
丘
と
共
に
、
我
を
殿
内
に
ひ
き
ひ
て
告
給
は
く
、
是
は
誓
願
寺
の
弥

陀
如
来
な
り
。
汝
多
年
彼
寺
に
在
て
、

一
心
に
念
佛
し
恭
敬
せ
る
故
に
、
爰
に
現
し

ま
し
ま
す
と
云
々
。
我
こ
れ
を
拝
し
奉
る
に
、
相
好
光
明
赫
曜
と
し
て
十
方
を
て
ら

し
、
荘
厳
殊
妙
な
る
事
、
言
語
を
絶
し
ぬ
。
既
に
し
て
我
即
此
宮
殿
に
と
y
ま
ら
ん

事
を
求
る
に
、
比
丘
の
た
ま
は
く
、
汝
は
い
そ
き
娑
婆
に
か

へ
り
五
部
の
大
乗
経
を

1　
写
し
、
猶
も
祀
拝
称
名
せ
は
、
此
に
往
生
す

へ
し
と
て
、
そ
れ
よ
り
地
獄

へ
い
さ

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

な
ひ
ま
し
ま
す
に
、
八
寒
八
熱
受
苦
の
衆
生
の
あ
り
さ
ま
、
言
葉
に
の
ふ
る
事
あ
た

は
す
。
し
か
ふ
し
て
獄
所
を
出
ぬ
れ
は
、
六
比
丘
の
た
ま
は
く
、
汝
我
等
を
見
知
り

た
る
や
、
我
は
誓
願
寺
に
あ
る
六
鉢
の
地
蔵
な
り
、
汝
に
善
悪
の
因
果
を
し
ら
せ
む

た
め
に
、
こ
卜
に
来
て
み
ち
ひ
く
な
り
と
、
告
た
ま
ふ
に
、
夢
の
さ
む
る
こ
と
く
し

て
よ
み
か

へ
り
侍
る
な
り
と
語
り
ぬ
。
そ
れ
よ
り
の
ち
数
年
の
あ
ひ
た
四
衆
を
す
ゝ

め
金
字
五
部
の
大
乗
経
を
書
写
し
て
金
峰
山
に
お
さ
め
、
い
よ
く
精
進
に
念
沸
し

て
、
仁
平
元
辛
未
年
正
月
廿
四
日
午
時
四
部
の
衆
に
無
常
の
到
る
事
を
つ
け
、
沫
浴

し
浄
衣
を
着
し
結
伽
映
座
低
頭
合
掌
し
、
佛
菩
薩
の
来
迎
を
拝
し
奉
り
、
正
念
に
終

を
と
け
た
ま

へ
り
。
時
に
音
楽
空
に
ひ
N
き
異
香
室
に
薫
然
た
り
。
洛
中
の
道
俗
供

養
の
た
め
な
れ
は
と
て
十
日
除
ま
て
と
め
を
き
ぬ
。
さ
て
舟
向
山
に
葬
る
に
路
ナ
か

ら
四
衆
妓
楽
を
し
ら

へ
浄
土
の
縁
を
結
ひ
け
る
と
な
む
。

(
一
行
空
白
)

人
王
八
十
三
代
土
御
門
の
御
宇
、
承
元
三
己
巳
年
四
月
九
日
に
災
炎
俄
に
お
こ
り
て

紺
宇
残
ら
す
回
禄
せ
し
に
不
思
議
に
本
尊
は
す
こ
し
も
恙
ま
し
ま
さ
N
り
し
か
は
、

衆
挙
て
是
を
よ
ろ
こ
ひ
、
ま
つ
瑕
殿
を
つ
く
り
、
し
は
ら
く
こ
れ
に
う
つ
し
た
て
ま

つ
る
。
爰
に
伊
勢
の
権
守
為
家
多
年
貧
窮
に
苦
し
み
す
ま
ひ
佗
し
く
よ
ろ
つ
心
に
か

け
た
り
け
れ
は
、
あ
け
く
れ
こ
れ
を
歎
き
、
い
か
に
も
し
て
財
福
を
も
と
め
ま
ほ
し

く
お
も
ひ
、
年
月
を
か
さ
ね
て
城
北
の
鞍
馬
寺

へ
詣
て
祈
誓
し
け
る
か
、
或
日
彼
寺

へ
詣
て
ん
と
欲
し
て
常
寺
の
門
前
を
す
く
る
に
、
折
節
時
雨
に
あ
ひ
、
し
は
ら
く
本

堂
の
外
陣
に
や
す
ら
ひ
居
け
る
所
に
、
歩
行
の
つ
か
れ
に
や
そ
と
ま
と
ろ
み
け
る
中

に
、
多
門
天
示
現
ま
し
ま
し
て
告
た
ま
ひ
し
は
、
汝
な
ん
そ
遠
く
城
北
に
詣
て
ぬ
る

九

一



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

そ
や
、
我
は
是
鞍
馬
の
多
門
天
な
り
、
此
道
場
を
守
護
せ
ん
為
に
、

一
鉢
分
身
し
て

　　

と
い
と
あ
り
か
た
く
お
ほ
え
侍
り
ぬ
。

常
に
此
外
陣
に
住
す
。
汝
今
よ
り
後
は
此
御
堂
に
参
り
て
、

一
心
に
本
尊
を
祓
念
す

九
二

へ
し
。
弥
陀
を
念
す
る
衆
生
を
は
、
我
日
夜
に
隨
逐
影
護
し
て
、
安
穏
な
ら
し
む
。

我
ひ
と
り
か
く
の
こ
と
く
な
る
の
み
に
あ
ら
す
、
梵
釈
諸
天
皆
も
つ
て
し
か
れ
り
と

示
し
た
ま
ふ
と
お
も
ふ
に
、
夢
さ
め
け
れ
は
、
奇
異
の
思
ひ
を
な
し
、
住
僧
に
對
し

て
こ
と
の
よ
し
を
た
つ
ね
侍
る
に
、
住
僧
答
て
、
是
こ
そ
多
門
天
の
形
像
な
り
と
さ

し
を
し
へ、
昔
常
慶
上
人
一刀
三
祓
し
て
此
像
を
彫
刻
せ
し
因
縁
を
し
か
く
と
語

り
ぬ
。
時
に
為
家
、
霊
夢
に
た
か
ふ
事
な
か
り
け
れ
は
、
信
感
骨
に
徹
し
、
そ
れ
よ

り
後
は
示
現
に
ま
か
せ
、
鞍
馬
の
参
詣
を
や
め
、
偏
に
常
寺

へ
歩
を
運
ひ
け
れ
は
、

終
に
信
仰
の
功
あ
ら
は
れ
て
、
福
禄
栄
耀
願
ひ
の
こ
と
く
に
そ
な
り
侍
る
。
然
る
處

に
此
為
家
情
営
寺
の
回
禄
を
悲
歎
し
、
ひ
そ
か
に
思
念
し
け
る
は
、
我
か
く
の
こ
と

く
富
さ
か
ゆ
る
事
、
偏
に
是
常
寺
の
御
本
尊
井
多
門
天
王
の
御
利
益
な
り
。
し
か
ら

は
報
謝
の
曼
乙
を
こ
N
ろ
さ
し
て
、
豊
此
時
に
常
て
財
を
な
け
う
ち
、
再
建
の
助
成

を
な
さ
ゝ
ら
ん
や
と
て
、
ま
さ
に
大
願
を
我
し
、
件
の
意
趣
を
上
に
奏
し
奉
る
と
こ

ろ
に
、
他
に
こ
と
な
る
利
益
に
あ
つ
か
る
う

へ
は
、
丹
誠
を
抽
て
再
興
す

へ
き
よ
し

勅
許
あ
り
し
か
は
、
資
財
を
な
け
う
ち
、
土
木
の
功
を
い
と
な
み
、
自
其
事
を
下
知

し
、
や
か
て
菌
制
に
復
し
畢
。
是
に
よ
り
て
其
子
孫
為
家
為
忠
代
々
営
寺
の
檀
越
と

な
り
、
家
門
永
く
繁
栄
し
侍
り
ぬ
。
さ
れ
は
釈
尊
王
宮
に
を
ゐ
て
、
霖
提
の
た
め
に

極
楽
の
要
門
を
ひ
ら
き
た
ま
へは
、
輝
梵
護
世
諸
天
空
中
に
あ
ら
は
れ
ま
し
く

て

天
花
を
雨
し
供
養
し
た
ま
ひ
、
又
良
忍
上
人
融
通
念
佛
を
勧
励
あ
り
し
か
は
、
多
門

天
王
冥
官
冥
道
其
数
に
い
り
ぬ
る
事
を
告
た
ま
ひ
し
も
、
か
N
る
た
め
し
な
る
ら
ん

「巻
五
」

夫
十
宗
の
教
法
、
我
朝
に
興
る
事
、
皆
機
縁
に
随
て
前
後

一
準
な
ら
す
。
就
中
浄
土

の
一
宗
は
、
佛
法
最
初
、
聖
徳
太
子
の
時
よ
り
、
こ
れ
あ
る
事
を
し
り
、
然
し
て
太

子
入
滅
の
後
、
二
十
箇
年
を
経
て
、
舒
明
十
二
年
庚
子
夏
五
月
初
の
五
日
に
慧
隠
法

師
詔
を
奉
て
、
慧
資
法
師
を
問
者
と
し
て
、
宮
中
に
無
量
寿
経
を
講
論
し
給
ひ
し
よ

り
以
来
、
諸
宗
の
碩
徳
、
各
本
宗
に
し
て
兼
て
浄
土
の
法
門
を
弘
通
し
、
自
行
化
他
、

往
生
極
楽
を
旨
と
し
た
ま
ふ
事
、
傅
文
に
載
る
と
こ
ろ
枚
挙
せ
る
に
い
と
ま
あ
ら
す
。

然
り
と
い
へ
と
も
、
法
然
上
人
以
前
は
、
浄
土
の
宗
号
も
い
ま
た
立
す
、
本
願
念
佛

の
深
義
も
、
分
明
に
あ
ら
は
れ
さ
り
け
る
に
、
承
安
年
中
に
、
上
人
吉
水
の
蓮
苑
に

お
ゐ
て
、
夢
定
の
内
に
善
導
大
師
半
金
の
霊
相
を
し
め
し
、
浄
土
の
要
義
を

一
々
に

指
授
あ
り
し
よ
り
の
ち
、
三
國
相
承
の
浄
宗
さ
か
む
に
、
我
朝
に
ひ
ろ
ま
り
日
本
國

中
、
大
半
其
化
に
し
た
か
は
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
さ
れ
は
営
寺
は

　

天
智
天
皇
の

御
願
に
は
し
ま
り
、
恵
隠
法
師
を
開
祖
と
し
て
、
開
閥
の
む
か
し
よ
り
、
も
は
ら
西

方
の
教
行
を
閑
揚
す
と
い
へ
と
も
、
法
然
上
人
徳
行
の
た
か
き
に
よ
り
、
且
時
々
参

寵
ま
し
く

て
、
結
縁
あ
さ
か
ら
さ
り
け
る
ゆ
へ、
寺
主
蔵
舜
上
人
浄
土
宗
義
に
帰

し
た
ま
ひ
、
そ
れ
よ
り
し
て
の
ち
は
、
法
然
上
人
を
宗
祖
と
あ
ふ
き
、
讃
空
上
人
圓

空
上
人
あ
ひ
つ
き
て
、
こ
の
寺
に
し
て
浄
教
を
弘
傅
し
た
ま

へ
り
。

(
二
行
空
白
)
)

嘉
禎
二
年
の
春
九
條
の
相
國
道
家
公
常
伽
藍
に
を
い
て
、
七
日
の
佛
事
を
営
み
た
ま



ふ
に
謐
空
上
人
を
導
師
と
仰
き
、
兼
て
法
施
結
縁
の
た
め
と
て
、
毎
日
唱
導
を
そ
請

し
た
ま
ひ
け
る
。
其
所
説
の
法
門
は
、
観
経
観
音
観
の
其
除
身
相
衆
好
具
足
如
佛
無

異
唯
頂
上
肉
偕
及
無
見
頂
相
不
及
世
尊
の
金
文
を
畢
ら
れ
、
師
徒
位
別
に
果
願
い
ま

た
圓
か
な
ら
さ
る
事
を
表
し
て
、
二
相
佛
に
及
は
す
と
い
へ
と
も
因
地
の
菩
薩
な
を

赤
肉
皆
の
相
を
そ
な

へ
ま
し
ま
す
に
、
営
寺
の
本
尊
此

一
相
を
劇
給
ふ
事
、
賞
に
殊

勝
の
趣
な
り
と
て
、
彼
常
麻
曼
陀
羅
中
央
の
本
尊
に
肉
髪
の

一
相
を
織
給
は
さ
る
事

を
對
辨
し
、
弥
陀
如
来
の
本
誓
大
悲
深
重
の
功
徳
を
讃
嘆
し
給

へ
は
、
参
詣
の
貴
賤

希
有
の
思
ひ
を
な
し
、
聴
聞
の
絡
素
歓
喜
の
涙
を
催
し
け
る
。
爰
に
上
人
の
門
弟
性

達
房
、
其
夜
佛
前
に
能
居
あ
り
し
か
、
深
更
に
及
ひ
人
う
ち
し
つ
ま
り
、
心
の
水
も

い
さ
き
よ
く
、
佛
の
か
け
や
と
さ
む
と
、
静
に
念
佛
せ
ら
れ
け
る
に
、
い
つ
の
程
よ

り
か
詣
て
け
む
、
能
れ
る
人
多
か
り
し
中
に
、
粧
ひ
異
な
る
老
尼
二
人
、
な
つ
か
し

く
居
よ
り
て
あ
ひ
か
た
る
。
何
こ
と
に
や
と
冴
り
聞
に

一
人
の
尼
、
扨
も
今
日
の
唱

導
は
、
殊
に
有
難
く
覚
え
侍
ぬ
と
い
へ
り
。
又
一
人
の
い
は
く
、
我
む
か
し
営
麻
寺

に
を
い
て
、
浄
土
の
曼
陀
羅
を
感
得
せ
し
時
、
彼
化
尼
給
相
の
理
を

一
々
に
説
示
し

給
ふ
趣
、
今
上
人
の
教
勧
と
聊
た
か
ふ
事
な
し
。
去
は
織
女
は
、
恭
も
西
方
教
主
、

左
面
の
菩
薩
、
春
日
明
神
の
本
地
、
又
此
上
人
も
お
な
し
く
観
音
大
士
の
化
現
な
れ

ば
、

一
鉢
分
身
の
理
り
、
誰
か
信
受
せ
さ
ら
ん
や
と
て
、
曼
陀
羅
出
現
の
由
来
、
刻

を
う

つ
し
て
語
り
け
る
。
か
く
て
漸
あ
け
ほ
の
に
い
た
り
ぬ
れ
は
、
両
尼
本
尊
を
拝

し
奉
り
て
、
か
た

へ
の
人
に
別
れ
を
告
、
す
て
に
堂
内
を
立
出
ぬ
。
性
達
い
と
い
ぶ

か
し
く
思
ひ
、
内
陣
よ
り
馳
走
し
て
両
尼
は
い
つ
ち
よ
り
ま
ふ
て
た
ま
ひ
、
い
か
な

る
人
そ
と
と
ひ
侍
る
に
、

一
人
は
法
如
、

一
人
は
専
意
と
磨
て
、
西
門
の
方

へ
さ
ら

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

れ
け
る
。
如
法
は
中
将
姫
の
佳
読
、
専
意
は
和
泉
式
部
の
法
名
な
れ
は
、
性
達
猶
も

不
思
議
に
思
ひ
、
両
尼
の
跡
を
し
た
ふ
に
、
西
の
そ
ら
霞
と
と
も
に
見
失
ひ
ぬ
。
あ

り
か
た
か
り
し
感
息
な
り
。

(
二
行
空
白
)

一
遍
上
人
。
字
は
智
心
伊
慄
の
国
河
野
七
郎
通
廣
か
二
男
な
り
。
小
字
は
松
壽
丸
と

号
す
。
幼
稚
の
時
よ
り
、
を
の
つ
か
ら
仏
乗
を
し
た
ひ
、
出
塵
の
志
し
あ
り
き
、
是

に
依
て
父
母
許
て
出
家
せ
し
む
。
初
は
天
台
の
教
観
を
学
は
れ
し
か
、
源
空
上
人
西

方
の
化
導
専
修
念
仏
の
利
益
甚
深
な
る
趣
を
信
し
、
十
八
歳
に
し
て
、
西
山
鐙
空
上

人
の
門
弟
性
達
上
人
に
帰
依
し
、
浄
土
の
章
疏
を
棄
學
ひ
、
他
力
念
仏
の
安
心
疑
ひ

な
く
、
往
生
極
楽
の
想
ひ
決
定
せ
り
。
こ
y
に
お
ゐ
て
頻
に
弘
法
利
物
の
悲
心
を
登

し
、
諸
國
に
遊
行
し
、
あ
ま
ね
く
念
仏
を
す
y
め
む
と
欲
し
、
す
な
は
ち
師
の
聴
許

を
う
け
て
獲
行
せ
ら
れ
け
る
。
爰
に
熊
野
の
神
は
、
本
地
西
方
の
教
主
、
和
光
擁
護

の
結
縁
も
い
と
た
の
も
し
く
お
も
ほ
え
て
、
先
熊
野
宮

へ
参
寵
あ
り
き
。
上
人
の
徳

行
盛
賞
に
し
て
、
利
生
の
悲
願
浅
か
ら
さ
り
し
か
は
、
す
く
る
所
の
郷
里
、
休
ふ
所

の
市
部
に
い
た
る
ま
て
、
男
女
道
俗
を
わ
か
す
、
皆
渇
仰
の
心
を
か
た
ふ
け
、
念
仏

の
勧
化
に
随
は
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
。
既
に
し
て
紀
州
熊
野
に
い
た
り
、青
枡
の
峨
々

た
る
を
み
て
は
、
神
徳
の
高
き
事
を
仰
き
、
洽
海
の
漫
々
た
る
に
臨
て
は
、
弘
誓
の

ふ
か
き
こ
と
を
お
も
ひ
、
嶺
の
恣
風
吹
落
て
は
、
無
明
の
睡
を
さ
ま
し
、
音
な
し
河

の
き
よ
き
流
に
は
、
煩
悩
の
垢
を
あ
ら
ひ
っ
へ
し
。
か
く
て
本
宮
鐙
誠
殿
に
詣
て
、

仰
て
は
本
地
の
悲
願
を
た
の
み
、
俯
て
は
和
光
の
擁
護
を
も
と
め
、
七
日
七
夜

一
心

に
念
仏
し
て
、
法
施
精
誠
を
つ
く
し
、
神
慮
の
感
息
を
祈
ら
れ
け
る
に
、
満
夜
の
暁

九
三



九
四

れ
と
も
、
表
裏
明
眸
の
異
あ
り
て
、
人
天
四
趣
は
凡
悪
を
表
と
し
、
裏
に
四
聖
の
理

を
具
す
れ
と
も
、
そ
の
理
暗
昧
な
り
。
四
聖
は
六
凡
を
裏
と
し
、
聖
を
表
と
し
、
し

か
も
聖
の
徳
明
朗
な
り
。
此
聖
人
、
全
聖
の
徳
に
は
有

へ
か
ら
す
と
い
へ
と
も
、
分

聖
も
具
徳
あ
る
か
故
に
、
従
て
所
歎
と
し
た
ま
ふ
な
る
へ
し
。
第
三
の
句
の
萬
行
離

念
と
云
ふ
は
、
猶
念
佛
離
念
と
い
は
む
か
こ
と
し
。
念
佛
は
萬
行
の
中
の
一
行
な
れ

と
も
、
万
行
は
念
仏
の
所
具
な
る
故
に
、
念
佛
離
念
を
萬
行
離
念
と
い
ふ
な
る
へ
し
。

さ
れ
は
上
人
踊
躍
歓
喜
の
念
仏
前
後
際
断
し
、
内
に
能
念
の
心
な
く
、
外
に
所
念
の

境
な
く
、
能
所
両
な
か
ら
念
し
た
る
す
か
た
、
全
く
無
念
の
念
佛
な
り
。
上
人
讃
入

の
道
徳
な
る
ゆ

へ
に
、
辱
も
権
現
こ
れ
を
称
美
し
た
ま

へ
り
、
即
上
人
の
詠
脊
に

唱
ふ
れ
は
仏
も
わ
れ
も
な
か
り
け
り

な
む
阿
弥
陀
仏
の
こ
ゑ
は
か
り
し
て

(
二
行
空
白
)

第
四
の
句
は
、
観
無
量
寿
経
に
若
念
佛
者
当
知
此
人
是
人
中
啓
陀
利
花
と
、
念
佛
の

行
者
を
佛
歎
し
た
ま
ふ
言
な
り
。
善
導
大
師
此
文
を
、
五
花
を
出
し
て
釈
し
た
ま
ふ
。

其
中
に
第
四
の
人
中
上
々
花
と
、
第
五
の
人
中
妙
好
華
と
の
二
句
を
あ
は
せ
て
、
今

の
結
歎
と
し
た
ま

へ
り
。
凡
も
ろ
こ
し

一
百
給
家
の
師
々
の
解
釈
の
中
に
、
大
師
の

釈
文
を
引
用
し
給
ふ
事
、
誠
に
奇
特
の
神
託
な
り
。
抑
本
宮
の
権
現
は
、
弥
陀
如
来

の
垂
跡
、
善
導
大
師
も
亦
是
弥
陀
佛
の
臆
現
な
れ
は
、
か
の
疏
は
則
弥
陀
の
直
説
な

り
。
本
述
こ
と
な
り
と
い
へ
と
も
、
化
導
維
お
な
し
。
讃
験
此
倶
に
あ
ら
は
れ
た
り
。

仰
く

へ
く
敬

へ
し
。
上
人
件
の
瑞
夢
を
蒙
り
、
心
肝
に
銘
し
て
神
殿
を
拝
し
、
首
を

挙
て
左
右
に
見
そ
な
は
す
に
、
十
二
三
は
か
り
の
童
児

一
百
除
人
、
手
を
捧
来
り
、

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

更
に
い
た
り
て
う
ち
ま
と
ろ
ま
れ
し
か
は
、
神
殿
の
戸
ひ
ら
を
の
つ
か
ら
開
き
、
白

髪
の
聖
僧
、
長
頭
巾
を
か
け
、
堂
々
と
し
て
高
毫
に
移
り
た
ま
ふ
。
又
傍
を
み
れ
は
、

山
伏
三
百
人
あ
ま
り
長
床
に
な
み
居
、
を
の
く
威
儀
を
敬
て
高
毫
を
拝
せ
ら
れ
け

る
。
上
人
、
さ
て
は
権
現
の
あ
ら
は
れ
さ
せ
た
ま
ふ
と
、
渇
仰
の
首
を
か
た
ふ
け
ら

れ
し
に
、
高
壹
の
聖
僧
や
か
て
上
人
の
面
前
に
来
り
す
N
み
告
た
ま
ひ
け
る
は
、
余

は
こ
れ
西
方
浄
土
の
教
主
な
り
、
濁
世
の
衆
生
を
慾
か
為
に
、
光
を
わ
り
て
、
有
為

の
塵
に
ま
し
は
り
、
あ
と
を
こ
の
山
に
垂
て
諸
の
衆
生
に
ち
か
つ
き
此
世
の
願
を
み

た
し
め
、
縁
を
貴
賎
に
む
す
ひ
、
終
に
無
漏
の
賓
國
に
導
か
む
か
た
め
也
。
然
に
上

人
念
仏
弘
通
の
心
さ
し
ふ
か
く
、
我
ち
か
ひ
に
か
な
ひ
、
我
化
を
た
す
く
。
賓
に
末

法
の
導
師
、
利
物
の
智
識
な
り
。
こ
れ
よ
り
急
き
洛
陽
誓
願
寺
に
詣
て
、
有
縁
無
縁

を
択
は
す
、
普
く
念
仏
の
符
を
さ
つ
け
、
自
他
同
生
の
悲
願
を
み
つ
へ
し
と
て
、
四

句
の
掲
を
の
へ
た
ま

へ
り

六
時
名
号

一
遍
法

　

十
界
依
正

一
遍
健

萬
行
離
念

一
遍
誼

　

人
中
上
々
妙
好
事

(
二
行
空
白
)

神
託
の
掲
文
義
趣
深
玄
な
る

へ
け
れ
は
、
凡
慮
の
測
る

へ
き
に
あ
ら
す
と
い
へ
と
も
、

誠
に
掲
意
の
一
逡
を
解
す
る
に
、

一
の
句
は
上
人
所
修
の
法
也
。
二
の
句
は
上
人
の

色
身
、
三
の
句
は
上
人
の
謐
道
、
四
の
句
は
人
中
上
々
の
徳
を
具

へ
ま
す
上
人
な
る

事
を
歎
美
し
た
ま
ふ
に
や
、
就
中
第
二
の
句
に
、
十
界
具
足
の
身
鉢
と
い
ふ
こ
と
、

ひ
と
り
此
上
人
の
み
の
徳
に
あ
ら
す
。
い
か
む
と
な
れ
は
、
十
界
互
具
は
通
し
て
十

界
各
具
の
義
な
れ
は
な
り
。
然
に
今
上
人
の
徳
と
し
た
ま
ふ
こ
と
は
、
十
界
各
具
な



我
等
も
上
人
の
念
佛
を
受
む
と
て
、
異
口
同
音
に
南
無
阿
弥
陀
佛
と
唱

へ
て
、
い
つ

ち
と
も
な
く
失
侍
り
ぬ
。
是
神
の
巻
属
、
上
人
の
化
を
助
む
と
て
、
あ
ら
は
れ
た
ま

ふ
に
や
と
、
い
と
た
う
と
く
お
ほ
へ
侍
り
。
又
上
人
を

一
遍
と
号
す
る
事
は
、
権
現

の
勅
賜
な
り
と
そ
。

(二
行
空
白
)

上
人
神
勅
に
ま
か
せ
、
い
そ
き
花
洛

へ
の
ほ
ら
れ
け
る
。
比
は
建
治
二
年
の
春
な
り
。

既
に
常
寺

へ
参
寵
あ
り
て
、
六
時
の
浄
業
を
励
み
、

一
心
に
念
佛
し
、
諸
人
に
名
琥

の
符
を
あ
た

へ
て
、
念
佛
を
す
N
め
ら
れ
し
に
、
自
行
化
他
、
た
う
と
か
り
け
る
さ

ま
な
り
し
か
は
、
都
鄙
遠
近
を
論
せ
す
、
道
俗
男
女
を
わ
か
す
、
肩
を
な
ら

へ
蹊
を

つ
い
て
、
日
夜
に
群
集
し
、
念
佛
の
符
を
う
け
、
往
生
浄
土
の
結
縁
を
そ
な
し
侍
り

ぬ
。
或
日
参
詣
群
集
の
中
よ
り
、
優
な
る
女
人
、
上
人
の
前
に
進
み
申
せ
る
は
、
授

た
ま
ふ
符
を
見
奉
る
に
、
六
十
万
人
決
定
往
生
と
あ
り
。
然
ら
は
其
外
の
衆
生
は
、

摂
取
の
利
益
に
漏
る

へ
き
や
。
上
人
宣
く
、
弥
陀
の
悲
心
無
尽
に
し
て
、
横
に
は
十

方
を
き
は
め
、
竪
に
は
三
世
を
尽
し
、
善
悪

一
切
の
凡
夫
乃
至
三
塗
重
苦
の
衆
生
ま

て
も
、普
く
済
ひ
ま
す
、廣
大
無
遵
の
誓
願
な
れ
は
、
い
か
て
六
十
万
人
に
限
る
へ
き
、

但
し
此
符
の
文
は
、
神
託
の
四
句
の
偶
の

一
字
つ
N
を
摘
て
謐
明
の
た
め
に
題
す
る

の
み
な
り
。
只
す
へ
か
ら
く
決
定
の
信
を
い
た
し
て
、
他
念
な
く
念
仏
し
た
ま
は
べ

佛
の
本
願
に
稲
ひ
、
往
生
い
と
速
な
ら
ん
と
示
し
た
ま

へ
は
、
女
房
歓
喜
の
涙
を
な

か
し
、
さ
て
は
吾
僚
の
や
う
な
る
罪
深
き
女
入
ま
て
、
往
生
更
に
疑
ひ
な
し
。
有
難

き
御
利
益
と
て
、
掌
を
上
人
に
合
せ
、
念
佛
し
け
る
か
、
良
あ
り
て
又
申
け
る
は
、

此
御
堂
の
正
面
に
誓
願
の
寺
額
あ
り
。
此
外
に
上
人
手
つ
か
ら
六
字
の
名
号
を
書
添

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

さ
せ
た
ま

へ
、
こ
れ
私
の
願
に
あ
ら
す
、
辱
も
本
尊
の
御
告
な
り
と
そ
。
上
人
奇
特

の
お
も
ひ
を
な
し
、
扨
女
房
は
、
い
つ
ち
の
人
、
其
名
は
い
か
に
と
訪
待
る
に
、
女

房
の
い
は
く
、
あ
れ
に
み
え
さ
ふ
ら
ふ
御
堂
は
、
八
曼
陀
羅
堂
と
号
し
、
又
御
堂
の

関
白
御
建
立
な
れ
は
、
小
御
堂
と
も
称
く
。
こ
れ
我
か
往
生
せ
し
室
な
り
と
云
ひ
畢

て
、
い
つ
ち
と
も
な
く
失
侍
り
ぬ
。

(
二
行
空
白
)

上
人
扨
は
唯
今
の
女
人
は
、
過
に
し
和
泉
式
部
、
如
来
の
御
使
と
し
て
、
西
方
よ
り

態
現
せ
る
よ
と
感
信
し
、
御
告
と
い
ふ
に
ま
か
せ
て
、
六
字
の
名
号
を
拝
書
し
、
則

堂
上
に
の
ほ
せ
、
寺
額
に
あ
ひ
な
ら

へ
て
至
心
に
敬
礼
し
、
念
佛
刻
を
移
さ
れ
し
に
、

倹
ち
異
香
堂
に
薫
し
、
瑞
雲
樽
に
靉
き
、
陰
々
た
る
楽
昔
の
中
、
奇
光
の
照
し
来
す

方
を
見
れ
は
、
金
影
の
弥
陀
。
雲
中
に
立
た
ま
ひ
、
菩
薩
聖
衆
前
後
を
間
遠
し
、
和

泉
式
部
も
共
に
相
従
て
影
現
せ
り
。
彼
大
江
の
定
基
も
ろ
こ
し
の
杭
州
に
お
ゐ
て
、

終
を
と
け
る
と
き
、
ま
の
あ
た
り
来
迎
を
感
し
、
即

一
絶
を
畢
し
て
い
は
く

笙
歌
遥
聴
孤
雲
上

聖
主
来
迎
落
日
前

ま
た
和
1　
に

雲
の
上
に
遥
に
楽
の
を
と
す
な
り

人
や
き
く
ら
ん
空
耳
か
そ
も

か
く
吟
せ
し
事
、
宜
に
さ
あ
り
つ
ら
め
と
、
い
と
あ
り
か
た
く
そ
お
ほ
え
侍
る
。
謹

案
す
る
に
、
本
尊
上
人
に
告
命
し
て
、
名
号
を
寺
額
に
な
ら

へ
し
め
給
ふ
事
、
聖
意

は
か
り
か
た
し
と
い
へ
と
も
、
恐
く
は
弥
陀
本
願
の
念
佛
と
い
ふ
に
つ
き
、
そ
の
正

九
五
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し
て
天
智
聖
主
の
叡
が
ん
を
追
感
し
霊
験
あ
ら
た
な
る
に
信
帰
し
て
、
偏
に
願
を
誓

願
寺
の
如
来
に
繋
た
り
。
今
既
に
機
縁
相
熟
す
る
に
や
、
今
夜
頻
に
彼
寺
に
人
て
、

如
来
前
に
し
て
剃
髪
受
戒
し
沙
門
の
身
と
な
り

一
心
に
往
生
浄
土
の
願
行
を
み
ち
な

む
と
思
ふ
也
と
有
し
か
は
、
家
弟
随
喜
し
て
宣
ひ
け
る
は
、
吾
價
も
年
来
終
に
願
心

を
貯

へ
我
心
修
行
の
志
し
切
な
り
と
い
へ
共
、
君
の
こ
こ
ろ
を
測
り
闘
て
、
い
ま
た

そ
の
本
意
を
遂
さ
り
き
。
さ
あ
ら
は
、
我
も
共
に
あ
ひ
し
た
か
ひ
て
、
同
因
同
行
の

身
と
な
り
、
二
世
の
昆
弟
な
ら
む
と
、
終
に
患
永
十
七
年
の
春
、
齢
三
十
六
歳
に
し

て
、
当
寺
に
参
寵
ま
し
く

て
、
住
持
衆
僧
に
も
案
内
な
く
、
供
奉
の
面
々
に
も
告

知
せ
給
は
す
、
連
枝

一
時
に
髪
を
落
し
、
染
衣
の
身
と
な
り
、
堂
内
に
龍
り
給

へ
は
、

供
奉
の
人
々
、
愕
き
歎
き
あ
ひ
け
れ
共
、
二
心
な
き
あ
り
さ
ま
を
見
奉
り
、
各
涙
を

も
よ
ほ
し
、
あ
は
れ
に
貴
き
遁
世
哉
と
、
な
く
く
ぁ
る
し
な
き
館
へ帰
り
侍
り
。

又
、
家
弟
は
寺
主
道
禅
上
人
に
法
名
を
う
け
、
宗
玉
と
な
む
申
侍
り
。
年
を
か
さ
ね

て
真
阿
弥
陀
佛
に
随
ひ
、
専
浄
業
を
修
し
給
ひ
け
る
か
、
微
疾
を
感
し
、
瑞
相
あ
り

て
遷
化
し
た
ま
ふ
と
そ
。

(
一
行
空
白
)

既
に
出
家
の
本
意
を
遂
さ
せ
給

へ
と
も
、
法
名
ま
し
ま
さ
ね
は
、
明
な
は
、
寺
主
人

に
ま
み

へ
授
り
な
む
と
お
も
ひ
、
其
夜
は
御
堂
の
傍
に
念
佛
し
て
う
ち
ま
と
ろ
み
給

ふ
に
、
本
尊
ま
の
あ
た
り
に
現
し
、
真
阿
弥
陀
仏
と
唱

へ
た
ま
ふ
と
思
に
、
夢
さ
め

ぬ
。
さ
て
は
佛
我
名
を
授
た
ま
ふ
と
感
喜
し
、
そ
れ
よ
り
し
て
後
、
渇
仰
の
お
も
ひ
い

よ
く
ふ
か
く
、菩
提
の
こ
N
ろ
さ
し
ま
す
く

至
り
、
行
住
坐
臥
一心
称
名
の
外
、

更
に
他
事
な
く
行
ひ
す
ま
し
て
お
は
し
け
れ
は
、
諸
人
の
た
う
と
み
浅
か
ら
す
。
帰

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

旨
を
あ
き
ら
か
に
諸
人
に
顕
示
し
、
惑
は
さ
ら
し
め
む
た
め
に
や
。
い
か
ん
と
な
れ

は
、
本
願
の
念
佛
は
、
口
称
の
名
号
に
あ
る
こ
と
、
三
経
の
本
意
な
り
と
い
へ
と
も
、

又
は
執
見
に
随
て
隠
れ
、
義
は
機
根
を
遂
て
顕
る
y
な
れ
は
、
和
漢
の
諸
師
、
或
は

弥
勒
問
経
に
准
し
て
ヽ
慈
(畿
)の
十
念
と
得
ヽ
或
は
隨
地
の
施
設
を
と
り
て
ヽ
観
念
の

念
と
得
ら
れ
し
を
、
善
導
大
師
、
弥
陀
の
化
現
と
し
て
本
願
の
要
義
を
あ
ら
は
し
、

第
十
八
の
願
文
を
称
我
名
号
下
至
十
聾
と
謬
し
て
、
み
っ
か
ら
本
地
の
願
意
を
示
し

給
へり
。
是
に
依
て
こ
れ
を
思
ふ
に
、今
本
尊
の
御
告
い
よ
く
弥
陀
の
本
誓
願
は
、

口
称
の
行
鉢
、
南
無
阿
弥
陀
佛
な
る
事
を
勧
励
し
た
ま
は
ん
と
に
そ
。

(六
行
空
白
)

此
花
洛
に
南
帝
王
の
孫
裔
い
ま
そ
か
り
け
る

〈謙
し
て
っ
ゐ
に
そ
の
嘉
名
を
あ
ら
は

さ
す
〉
。
戒
急
に
し
て
高
姓
の
身
を
受
た
ま
ふ
の
み
に
あ
ら
す
、
乗
猶
急
に
し
て
深
く

世
は
常
な
き
事
を
さ
と
り
、
朝
に
は
経
を
誦
し
、
夕
に
は
佛
を
と
な

へ
、
と
こ
し
な

へ
に
涅
槃
常
楽
の
妙
果
を
の
み
志
し
求
め
給
ひ
き
。
既
に
し
て
或

一
日

密
に
家
弟
を

招
て
宣
ひ
け
る
は
、
情
世
間
の
転
変
を
案
す
る
に
、
八
相
苦
焼
の
境
界
な
れ
は
、
し

は
ら
く
菩
提
を
安
す

へ
き
に
非
す
。
縦
令
王
位
自
在
の
身
あ
る
も
、
親
疎
の
中
に
恒

に
疑
催
の
憂
を
懐
き
、
衰
滅
時
な
ふ
し
て
至
れ
は
、
劇
苦
下
残
に
こ
と
な
ら
す
。
そ

れ
よ
り
し
て
下
降
、
后
妃
臣
民
誰
か
実
の
楽
み
あ
ら
ん
や
、
愚
者
の
愛
楽
は
智
者
の

厭
悪
す
る
所
な
り
。
吾
今
不
惑
の
よ
は
ひ
に
な
ん
く
と
し
て
、
除
命
の
定
な
き
事

を
お
も
ふ
に
、
速
に
跡
を
煙
霞
に
晦
ま
し
、
身
命
を
仏
陀
に
帰
投
せ
む
事
を
佛
す
。

さ
れ
は
歎
教
多
門
な
れ
と
も
、
い
っ
れ
も
皆
観
心
得
悟
の
法
門
な
れ
は
、
吾
僚
下
根

無
智
の
通
入
す

へ
き
道
に
あ
ら
す
。
弥
陀

一
教
の
み
末
代
に
縁
あ
る
な
れ
は
、
我
滝



依
結
縁
の
と
も
か
ら
、
い
と
多
か
り
け
る
。
此
上
人
智
徳
す
く
れ
ま
す
に
あ
ら
さ
れ

と
も
、
唯
道
心
堅
固
に
行
徳
殊
勝
に
侍
れ
は
、
人
々
信
教
う
し
求
す
し
て
、
利
益
も

廣
か
り
け
る
。
宜
道
徳
の
貴
き
事
茲
に
を
い
て
信
を
と
れ
り
。

上
人
此
所
に
引
龍
り
、
不
断
念
佛
を
勤
行
し
た
ま
ひ
け
る
。
此
寺
を
十
念
と
号
す
る

事
、
大
樹
十
念
を
う
け
た
ま
ひ
し
よ
り
、
扨
建
あ
り
し
寺
な
れ
は
な
り
。

(
二
行
空
白
)

上
人
在
世
の
比
、
相
國
寺
に
心
了
西
堂
と
て
、
智
道
め
て
た
き
納
僧
い
ま
そ
か
り
け

る
。
庖
永
十
九
年
の
冬
、
俄
に
気
疾
を
感
し
命
脈
い
と
危
く
侍
れ
は
、
門
葉
こ
そ
っ

て
硲
療
を
用
ひ
行
ひ
し
か
と
も
、
つ
ゆ
効
も
な
く
て
、
つ
ゐ
に
息
絶
侍
り
ぬ
。
し
か

あ
れ
と
も
暖
気
い
ま
た
さ
ら
さ
る
ゆ

へ
、
荼
咀
に
及
は
す
と
な
ん

(三
行
空
白
)

既
に
し
て
三
日
の
後
、
よ
み
か

へ
り
て
相
語
ら
れ
け
る
は
、
余
黄
泉
に
趣
き
8　
々
た

る
嘘
野
を
通
る
に
、
即

一
宇
の
金
堂
を
見
る
。
中
央
に
所
座
の
金
蓮
の
み
あ
り
て
、

能
座
の
佛
ま
し
ま
さ
す
。
左
右
の
花
畳
に
は
二
菩
薩
相
好
綴
然
と
し
て
立
給
ふ
に
光

明
照
耀
た
る
こ
と
、
言
の
盗

へ
き
に
あ
ら
す
。
余
中
毫
の
空
し
き
を
い
ふ
か
り
お
も

ひ
、
彼
金
堂
に

一
人
の
老
僧
い
ま
す
に
た
よ
り
て
、
其
謂
を
訪
侍
る
に
、
是
は
南
噌

部
州
日
域
花
洛
誓
願
寺
に
、
真
阿
弥
陀
佛
と
い
へ
る
念
佛
の
行
者
あ
り
。
娑
婆
の
報

命
っ
き
て
の
ち
、
此
中
盗
に
移
り
た
ま
ふ
と
語
り
き
。
又
遥
に
林
下
を
見
る
に
、
か

た
斗
な
る
庵
あ
り
。
彼
は
誰
人
の
棲
や
ら
ん
と
尋
侍
る
に
、
あ
れ
こ
そ
汝
か
生
所
よ

と
い
へ
り
。
余
生
年
禅
定
の
修
行
お
こ
た
り
な
く
、
多
聞
智
恵
亦
真
阿
に
劣
る

へ
き

に
あ
ら
す
。
い
か
な
れ
は
か
く
生
処
の
浅
猿
侍
る
や
と
い
ふ
に
、
老
僧
の
い
は
く
、

禅
定
の
行
妙
な
ら
さ
る
に
は
あ
ら
す
。
唯
修
し
得
る
人
の
希
な
れ
は
な
り
。
自
力
の

行
者
中
に
は
、
ヶ
程
の
處
に
も
階
ふ

へ
き
に
は
あ
ら
さ
れ
と
も
、
汝
猶
坐
禅
の
修
徳

あ
る
に
こ
そ
、
又
汝
か
定
業
い
ま
た
み
た
す
早
く
閻
浮
に
帰
る

へ
し
と
宣
ふ
に
、
忽

九
七

【巻
六
】

普
光
院
殿

〈将
軍
義
教
〉
、
常
寺
の
本
尊
を
信
仰
あ
り
て
、
時
々
参
詣
し
た
ま
ひ
け
る

に
、
又
屁
阿
上
人
の
道
徳
を
た
ふ
と
ひ
、
後
世
の
事
を
な
ん
尋
た
ま
ひ
き
。
或
日
犯

科
人
あ
り
て
、
既
に
死
刑
に
究
れ
る
よ
し
、
其
聞
え
侍
り
け
れ
は
、
上
人
哀
み
を
垂

れ
、
赦
し
を
大
樹
に
請
ひ
給
ふ
に
、
重
罪
の
お
の
こ
な
れ
は
と
て
、
更
に
許
容
な
か

り
け
る
に
、
上
人

慈
悲
の
日
に
に
く
し
と
思
ふ
も
の
そ
な
き

科
あ
る
身
こ
そ
猶
あ
は
れ
な
れ

と
詠
し
て
立
給
ふ
に
、
上
人
の
頭
背
に
忽
円
光
あ
ら
は
れ
侍
れ
は
、
大
樹
和
冊
の
理

に
伏
し
、
円
光
の
不
思
議
を
感
し
、
座
を
た
ち
衣
の
袖
を
引
留
て
、
五
鉢
を
地
に
な

け
趨
拝
し
、
彼
罪
人
を
ゆ
る
し
、
上
人
に
ま
い
ら
せ
ら
れ
け
る
。
こ
れ
よ
り
大
樹
ま

す
く
帰
依
尊
敬
あ
り
て
、
面
会
の
度
に
十
念
を
こ
ひ
う
け
た
ま
は
す
と
い
ふ
こ
と

な
し
。
か
く
て
常
寺
の
内
、
幽
奥
の
地
に
就
て
、
別
に

一
院
を
建
立
し
、
上
人
に
ま

い
ら
せ
ん
と
あ
り
し
に
、
上
人
か
く

萩
を
か
き
松
を
は
し
ら
に
柴
の
庵

か
せ
は
ふ
く
と
も
さ
ひ
し
か
ら
め
や

大
樹
い
と
殊
勝
に
お
ほ
し
て
、
常
寺
の
奥
、
古
墓
の
傍
に
、

一
宇
を
営
み
給

へ
は
。

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻
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歳
に
し
て
、
往
生
の
素
意
を
遂
給
に
、
兼
て
死
期
を
し
り
、
其
日
に
至
り
て
剃
髪
沫

浴
し
、
佛
前
に
む
か
ひ
括
香
散
華
端
坐
合
掌
し
、
高
聾
念
佛
刻
を
移
し
て
睡
か
こ
と

く
終
を
と
り
給
ひ
ぬ
。
時
に
あ
た
り
て
異
香
室
に
薫
し
、
妙
華
空
に
瓢
り
て
、
瑞
祥

掲
焉
た
り
。
こ
れ
聖
衆
来
迎
の
ゆ

へ
と
そ
、
諸
人
た
う
と
み
あ

へ
り
。
又
上
人
終
り

に
臨
て
門
弟
に
い
へ
ら
く
、
我
屍
を
水
葬
し
て
、
魚
鱗
の
餌
食
に
あ
っ
へ
し
と
。
門

人
遺
命
に
ま
か
せ
、
下
鳥
羽
の
淵
に
な
む
し
っ
め
け
る
。
ま
た
其
日
に
及
て
聖
衆
来

迎
ま
し
ま
せ
は
、
貴
賤
ま
の
あ
た
り
に
感
見
し
、
随
喜
の
涙
を
そ
な
か
し
け
る
。
そ

れ
よ
り
後
、
彼
處
を
真
阿
か
渕
と
名
付
、
い
ま
に
殺
生
禁
断
に
て
そ
有
け
る
。

爰
に
慮
永
の
年
。
洛
陽
に
郷
の
大
夫
貞
氏
と
い
へ
る
人
侍
り
。
元
は
出
羽
の
国
、
田

河
郡
の
産
な
り
し
か
、
総
角
の
比
よ
り
都
に
な
ん
住
け
る
。
夙
善
の
催
し
け
る
に
や
。

早
く
生
死
無
常
の
理
を
覚
り
、
世
路
の
営
み
露
心
に
か
け
す
。
頴
敏
に
し
て
美
春
あ

り
し
か
と
も
、
世
の
あ
ら
ゆ
る
文
字
伎
蓼
は
み
な
こ
れ
如
幻
無
益
の
業
な
り
と
て
、

聴
も
習
学
ひ
す
。
唯
後
世
菩
提
の
事
の
み
ふ
か
く
思
ひ
と
り
て
、
華
酒
魚
肉
を
断
、

香
花
礼
拝
の
外
、
世
事
を
離
す
。
曙
晩
称
名
を
な
ん
つ
と
め
侍
り
き
。
殊
に
当
寺
の

本
尊
を
た
う
と
ひ
、
日
夜
歩
を
は
こ
ひ
本
尊
を
拝
し
奉
る
こ
と
に
身
毛
為
竪
不
覚
の

涙
挟
を
う
る
ほ
し
念
佛
す
る
事
頻
な
り
。
既
に
し
て
嘉
吉
二
年
秋
八
月
十
四
日
の
夜

夢
見
ら
く
、
齢
七
句
除
り
の
老
僧
告
て
の
た
ま
は
く
、
汝
我
か
浄
土
を
慕
ひ
、
我
誓

願
を
信
す
る
事
至
り
て
深
し
。

一
念
の
称
名
猶
大
利
を
得
、
況
多
年
の
称
名
を
や
。

今
浄
業
正
に
成
せ
り
。
明
な
は
則
引
接
す

へ
し
。
わ
れ
は
こ
れ
誓
願
寺
の
本
尊
な
り
。

久
し
く
我
を
頼
む
か
ゆ

へ
に
、
来
り
む
か
ふ
と
示
し
給
ひ
ぬ
。
貞
氏
如
来
の
底
現
心

に
銘
し
て
有
か
た
く
覚
え
、
久
客
の
故
郷
に
帰
る
思
ひ
を
な
し
、
や
か
て
洗
浴
し
浄

同
朋
大
学
佛
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文
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研
究
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紀
要
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に
蘇
生
し
侍
り
ぬ
と
い
へ
り
。

(二
行
空
白
)

そ
れ
よ
り
急
き
当
寺
に
詣
て
、
良
久
し
く
佛
前
に
念
誦
あ
り
て
、
即
真
阿
上
人
に
ま

み
え
、
十
念
授
り
な
む
と
こ
ひ
侍
る
に
、
上
人
の
い
は
く
、
西
堂
は
智
徳
世
に
す
く

れ
、
観
行
人
に
超

へ
ま
し
ま
せ
は
、
吾
價
い
か
て
か
此
義
に
及

へ
き
と
て
、
固
く
辞

し
た
ま
ひ
き
。
西
堂
の
い
は
く
、
我
冥
路
に
趣
き
、
上
人
当
来
の
果
報
い
み
し
く
お

は
し
け
る
を
見
奉
る
に
よ
り
、
同
生
安
養
の
縁
を
結
は
む
と
、
こ
N
に
来
り
侍
る
な

り
。
先
十
念
を
授
た
ま

へ
、
仔
細
は
後
に
演
な
む
と
頻
り
に
請
し
、
十
念
を
う
け
事

の
始
終
を
そ
語
ら
れ
け
る
。
又
西
堂
申
さ
れ
し
は
、
我
久
し
く
禅
門
に
っ
ゐ
て
活
則

提
郵
し
、
単
傅
直
指
の
旨
を
悟
ら
ま
く
欲
し
、
い
ま
た
曾
て
心
を
浄
土
の
法
門
に
措

す
。
望
ら
く
は
、
今
上
人
安
心
の
要
義
を
委
く
示
し
た
ま

へ
と
。
上
人
の
い
は
く
、

予
少
か
っ
し
時
よ
り
登
心
修
行
の
い
ま
に
至
て
終
に
往
生
極
楽
の
志
願
を
た
く
は
へ
、

或
は
智
識
に
問
ひ
。
或
は
み
っ
か
ら
窺
ふ
に
、
浄
土
の
法
門
深
妙
難
思
に
し
て
、
い

ま
た
其
奥
義
を
し
ら
す
。
し
か
は
あ
れ
と
弥
陀
佛
の
悲
願
は
、
自
の
智
解
を
も
っ
て
、

往
生
す
る
に
あ
ら
す
。
唯
信
佛
の
因
緑
に
依
て
専
佛
名
を
唱

へ
浄
土
に
生
せ
む
と
求

れ
は
、
佛
の
誓
ひ
に
ひ
か
れ
て
、
無
漏
の
国
に
生
れ
侍
る
な
り
。
是
故
に
予
ひ
と

へ

に
弥
陀
佛
の
大
悲
を
仰
き
、
造
次
顛
詐

一
心
に
彼
佛
の
号
を
唱
ふ
る
外
、
更
に
他
な

し
と
い
へ
り
。
西
堂
此
詞
に
感
悟
し
、
速
に
自
力
の
観
解
を
措
て
、
専
修
念
佛
の
行

者
と
な
り
、
賀
茂
山
の
麓
に
草
巷
を
し
め
、
本
意
の
ま
y
に
往
生
し
給
て
け
り
。

(三
行
空
白
)

上
人
念
佛
の
功
積
り
、
運
心
年
を
累
、
年
つ
い
に
永
享
十
二
年
秋
七
月
二
日
六
十
六



妙
法
院
尭
恕
法
親
王

三
室
戸
三
位
誠
光
卿

東
園
前
大
納
言
基
賢
卿

東
園
前
大
納
言
基
量
卿

愛
宕
前
大
納
言
通
福
卿

青
蓮
院
宮
尊
謐
法
親
王

園
中
納
言
基
勝
卿

今
城
前
中
納
言
定
経
卿

水
無
瀬
前
宰
相
兼
豊
卿

衣
を
着
、
香
を
焼
、
端
坐
合
掌
し

一
心
に
念
佛
し
て
、
佛
の
来
臨
を
そ
ま
ち
居
け
る
。

か
く
て
午
時
に
い
た
り
、
紫
雲
空
に
た
な
ひ
き
、
天
華
交
下
り
、
佛
菩
薩
の
光
明
室

内
に
か
N
や
き
、
竟
に
行
者
を
摂
取
し
、
西
方
に
去
給

へ
り
。
家
内
の
男
女
を
は
し

め
、
往
還
の
貴
賤
ま
の
あ
た
り
此
嘉
瑞
を
拝
み
奉
て
、
未
聞
不
思
議
の
往
生
か
な
と
、

歓
喜
の
涙
を
流
し
け
る
。
抑
往
生
浄
土
の
一
門
は
、
此
稿
質
を
捨
て
後
、
浄
身
を
受

る
な
ら
ひ
な
れ
と
も
、
衆
生
の
機
縁
萬
品
に
、
如
来
の
利
益
難
思
な
れ
は
、
肉
身
を

捨
す
し
て
、
直
に
蓮
毫
に
生
す
る
の
類
亦
な
き
に
し
も
あ
ら
す
。
さ
れ
は
西
域
の
古

傅
に
、
現
身
往
生
の
人
を
載
せ
、
晨
旦
に
は
法
道
和
尚
、
本
朝
に
は
勝
尾
の
善
仲
善

算
等
、
い
つ
れ
も
現
身
に
極
楽
に
生
し
た
ま

へ
り
。
是
に
依
て
今
を
お
も
ふ
に
、
貞

氏
現
身
往
生
の
事
蹟
も
聊
か
疑
ひ
な
く
、
い
と
y
有
か
た
く
こ
そ
は

へ
れ
。

第
二
巻

巻
頭
同
六
年
仲
春

人
王
五
十
代

人
王
六
十
代

叡
山
横
川

清
原
深
養
父

第
三
巻

巻
頭
六
十
六
代

一
條
院

時
に
和
泉
式
部

式
部
上
人
の
教
に

か
く
て
式
部

第
四
巻

巻
頭
六
十
六
代

一
條
院
御
宇

か
く
て
彼
剛
夫

一
條
院
の
御
宇
に

沙
門
圓
能
は

人
皇
八
十
三
代

第
五
巻

夫
十
宗
の

中
に
上
人
吉
水
の

嘉
禎
二
年

【
目
録
】

洛
陽
誓
願
寺
縁
起
目
録

第

一
巻

巻
頭

抑
営
寺
は

か
く
て
お

つ
と
の

爰
に
天
智
天
皇

時
に
天
皇
感
息
の

既
に
し
て

月
年
の
友

輪
王
寺
宮
公
辨
法
親
王

中
院
前
大
納
言
通
茂
卿

清
水
谷
前
大
納
言
実
業
卿九

九

誓
願
寺
縁
起
六
巻
本
の
解
題
と
翻
刻

有
栖
川
宮
式
部
卿
幸
仁
親
王

萬
里
小
路
前
大
納
言
淳
房
卿

梅
園
前
宰
相
季
保
卿

油
小
路
前
中
納
言
隆
真
卿

今
出
川
右
大
将
伊
季
卿

勧
修
寺
宮
済
深
法
親
王

鷹
司
前
関
白
房
輔
公

近
衛
右
大
臣
家
煕
公

蓮
花
光
院
大
僧
正
道
恕

梅
小
路
前
大
納
言
定
矩
卿

葉
室
前
大
納
言
頼
孝
卿



同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要
第
十
八
号

一
遍
上
人
字
は

　　　　　　　　

庭
田
前
大
納
言
重
條
卿

神
託
の

　　　　　　　　　　　

梅
小
路
宰
相
共
方
卿

第
四
の
句

　　　　　　　　　　

清
閑
寺

一
位
煕
房
卿

上
人
神
勅
に

　　　　　　　　　

藤
谷
中
納
言
為
茂
卿

上
人
扨
は

　　　　　　　　　　

清
閑
寺
大
納
言
煕
定
卿

此
花
洛
に

　　　　　　　　　　

風
早
前
中
納
言
実
種
卿

既
に
出
家
の

　　　　　　　　　

大
炊
御
門
前
右
大
臣
経
光
卿

第
六
巻

巻
頭
普
光
院
殿

　　　　　　　　

一
乗
院
宮
真
敬
法
親
王

上
人
在
世
の
比

　　　　　　　　

大
覚
寺
宮
性
真
法
親
王

既
に
し
て

　　　　　　　　　　

竹
内
三
位
維
庸
卿

そ
れ
よ
り
い
そ
き

　　　　　　　

裏
松
前
中
納
言
意
光
卿

上
人
念
佛
の
功

　　　　　　　　

飛
鳥
井
宰
相
雅
豊
卿

爰
に
慮
永
の

　　　　　　　　　

近
衛
関
白
基
煕
卿

一
〇
〇

兵
部
大
輔
藤
原
貞
維

右
縁
起
筆
者
三
十
六
人
各
録

其
名
因
為
考
鐙


